
案 内 図 ・ 配 置 図

特 記 仕 様 書 １

工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

A-01
岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

タイトル・図面リスト --

--

図面番号

A - 0 1 タ イ ト ル ・ 図 面 リ ス ト

図 面 内 容 縮尺（ A1図） 縮尺（ A3図） 縮尺（ A3図）縮尺（ A1図）図 面 内 容図面番号

A - 0 2

A - 0 3

A - 0 4

A - 0 5

A - 0 6

A - 0 7

A - 0 8

A - 0 9

A - 1 0

A - 1 1

A - 1 2

A - 1 3

A - 1 4

A - 1 5

A - 1 6

特 記 仕 様 書 ２

特 記 仕 様 書 ３

特 記 仕 様 書 ４

特 記 仕 様 書 ５

特 記 仕 様 書 ６

特 記 仕 様 書 ７

A - 1 7

A - 1 8

A - 1 9

A - 2 0

改 修 ： １ 階 平 面 図

現 況 ： ２ 階 平 面 図

改 修 ： ２ 階 平 面 図

A - 2 1

A - 2 2

A - 2 3

A - 2 4

現 況 ・ 改 修 ： 断 面 図

現 況 ・ 改 修 ： 天 井 伏 図

改 修 ： 平 面 詳 細 図

改 修 ： 展 開 図

改 修 ： 建 具 K E Y ・ 建 具 表

改 修 ： 家 具 K E Y ・ 家 具 表

既 存 撤 去 平 面 図

１ 階 仮 設 計 画 参 考 図

２ 階 仮 設 計 画 参 考 図

E - 0 1

E - 0 2

E - 0 3

E - 0 4

E - 0 5

E - 0 6

E - 0 7

E - 0 8

E - 0 9

E - 1 0

E - 1 1

E - 1 2

E - 1 3

E - 1 4

E - 1 5

電 灯 撤 去 図

コ ン セ ン ト 撤 去 図

放 送 ・ テ レ ビ 撤 去 図

ナ ー ス コ ー ル 撤 去 図

自 動 火 災 報 知 撤 去 図

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

M - 0 1

M - 0 2

M - 0 3

M - 0 4

M - 0 5

M - 0 6

M - 0 7

M - 0 8

M - 0 9

M - 1 0

M - 1 1

M - 1 2

M - 1 3

空調設備　配管２階撤去平面図 S=1:100 S=1:200

空調設備　配管２階改修平面図 S=1:100 S=1:200

空調・換気設備　ダクト２階撤去平面図

空調・換気設備　ダクト２階改修平面図

衛生設備　１階撤去平面図

衛生設備　１階改修平面図

衛生設備　２階撤去平面図

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

衛生設備　２階改修平面図

衛生設備　３階撤去・改修平面図

医療ガス設備　仕様書・器具図

医療ガス設備　２階撤去平面図

医療ガス設備　２階改修平面図

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

岩 手 県 立 磐 井 病 院 ハ イ ケ ア ユ ニ ッ ト 整 備 工 事

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

S=1:1500 S=1:3000

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:50 S=1:100

S=1:100、 S=1:50 S=1:200、 S=1:100

S=1:100、 S=1:50 S=1:200、 S=1:100

S=1:100、 S=1:50 S=1:200、 S=1:100

S=1:100 S=1:200

S=1:20 S=1:40

S=1:20 S=1:40

S=1:100 S=1:200

S=1:100 S=1:200

現 況 ： 建 具 K E Y ・ 建 具 表 （ 撤 去 ）

医 ガ ス ユ ニ ッ ト 参 考 図 １ （ 透 析 有 ）

医 ガ ス ユ ニ ッ ト 参 考 図 ２ （ 透 析 無 ）

照 明 器 具 参 考 姿 図

電 灯 ・ 非 常 照 明 ・ 誘 導 灯  改 修 平 面 図

S=1:20 S=1:40

電話・ナースコール・インターホン改修平面図

非常放送・テレビ・自動火災報知　改修平面図

非 常 照 明 ・ 誘 導 灯 　 撤 去 図

ナースコール 参考姿図・系統図　電話・インターホン 参考姿図

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

コンセント・医用接地  改修平面図

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

医 用 接 地 撤 去 図

アイソレーション盤  結線図・参考姿図



・  有 り 　 　 　 ・  無 し

工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

特記仕様書　1 ---

---

Ｇ5) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達

Ⅰ．工事概要

１ ． 工 事 場 所

２ ． 敷 地 面 積

３ ． 工 事 規 模 ・ 構 造 等

４ ． 工 事 範 囲

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書

　　（以下「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書等のうち、○を付けたものを適用する。

Ⅱ.建築改修工事仕様

特　　記　　事　　項項　　目章

1

各
章
共
通
事
項

シ ス テ ム へ の 登 録

・ 工 事 実 績 情 報

・ 書 面 の 書 式 及 び

取 扱 い

・ 遠 隔 臨 場 の 実 施

・ 実 施 工 程 表

・ 工 事 の 記 録 等

・ 電 気 保 安 技 術 者

・ 施 工 条 件

情 報 共 有 シ ス テ ム の 適 用 及 び 機 能 要 件

・ 適 用 す る （ ・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 ・  　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

・  適 用 す る 　 ・  適 用 し な い

遠 隔 臨 場 の 適 用 及 び 実 施 内 容

・ 適 用 す る （ ・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 ・  　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

既 成 工 期

・ 有 り （ ・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
・ 無 し

報 告 に 用 い る 書 式 等

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 　 　

・ 標 準 仕 様 書 1.2.4（ 4） に よ り 整 備 す る 工 事 写 真 に つ い て は 次 に 倣 う

建 築 工 事 編 及 び 解 体 工 事 編 　 令 和 ５ 年 度 版 」国 土 交 通 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修

「 営 繕 工 事 写 真 撮 影 要 領 （ 令 和 ５ 年 版 ） に よ る 工 事 写 真 撮 影 ガ イ ド ブ ッ ク 　

・ す る

・ し な い

※ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 図 示 に よ る 　 　

・ 工 事 用 車 両 の 駐 車 場 及 び 資 機 材 の 置 場

・ 施 工 順 序

・ 電 気 保 安 技 術 者 の 配 置

・ 発 生 材 の 処 理 等 ・ 発 注 者 に 引 渡 し を 要 す る も の

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 　 　

・ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 種 類 及 び 処 理 方 法

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 　 　

・ 現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の 及 び 再 資 源 化 を 図 る も の

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 　 　

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 　 　

・ ひ 素 ・ カ ド ミ ウ ム 含 有 せ っ こ う ボ ー ド の 処 理 方 法

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 　 　

・ 石 綿 及 び ひ 素 ・ カ ド ミ ウ ム を 含 ま な い せ っ こ う ボ ー ド の 処 理 方 法

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 　 　

・ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 分 析 調 査

・ PCB含 有 シ ー リ ン グ 材 の 分 析 調 査 及 び 撤 去

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 　 　

含 む ） に 搬 入 さ れ る 産 業 廃 棄 物 に つ い て は 、 岩 手 県 産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 さ れ る の で

適 正 に 処 理 す る こ と 。

・ 本 工 事 で 発 生 す る 建 設 廃 棄 物 の う ち 、 岩 手 県 内 の 最 終 処 分 場 （ 中 間 処 理 施 設 経 由 を

・ 環境への配慮

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 次の①から④を満たすものとする。

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 る。

[1.4.1]

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

・

・

床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、乾式保護材、

既調合モルタル（タイル工事用)、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、

クローザ類、自動ドア機構、自閉式上吊り引戸機構（手動開き式）、重量シャッター、

軽量シャッター、オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、

鋳鉄製ふた

床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、トップライト、ポリマーセメントモルタル、

分析対象

・分析による石綿含有建材の調査

・ 石綿含有建材の調査 調査

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

貸与資料（・アスベスト関係材料調査票　　・既存図面　　・　　　　　　　　　　）

［1.1.5］

［1.1.4］

［1.1.14］

［1.2.1］

［1.2.4］

［1.3.3］

［1.3.5］

［1.3.12］

※石綿含有建材の事前調査 

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

採取箇所 ・図示による　　・　

・ 適 用 す る （ 適 用 箇 所 　 ・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 施工調査

・図示による　　・　

［1.6.2］・施工数量調査の範囲及び調査方法

・調査のための破壊部分の補修

・図示による　　・　

［1.6.3］

・ 技 　 能 　 士 適用する技能検定の職種及び作業の種別は下表による

鉄筋工事

コンクリート工事

適用工事種別 職　種 技能検定の作業の種別

と　び

型枠施工

鉄筋施工

鉄　工

コンクリートブロック

鉄骨工事

ント板工事

ALCパネル、押出成形セメ

コンクリート圧送施工

エーエルシーパネル
施工

防水工事 防水施工

石材施工

タイル工事 タイル張り

木　工　事

建築板金

 建築大工

排水工事

表　装

配　管

舗装工事

植栽工事

路面標示施工

造　園

石　工　事

※ 技 能 士 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 地 域 に 十 分 な 登 録 者 が い る こ と を 確 認 す る こ と 。

見 本 施 工 の 実 施・  施 工 の 検 査 等 ［ 1.7 . 5］

・ 適 用 し な い

・ 化学物質の濃度測定

ゼン、スチレンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

3) 測定方法は、現場説明書による。

4) 測定結果の報告は、現場説明書による。

1) 施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、 エチルベン

2) 測定対象室及び測定箇所数等は現場説明書による。

 (1.5.10)［1.7.10］

・  完 成 図 等
・ 完 成 時 の 提 出 図 書

・ 1.9 . 2及 び 1.9 . 3に よ る
・ 　

・ 表 1.9 . 1に よ る

・ 　

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

保護層　・設ける（※図示による　　・　　　　　　）

防水層の種別

屋内防水

　　　　・設けない

・

E-1の工程3を行う部位

※貯水槽、浴室等常時水に接する部位

・

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.3.9による

※改修標準仕様書表3.3.8及び表3.3.9による

　　　　　　

　　　　　　・　　　（個）

厚さ　(　　　)mm以上

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

材料による区分　　※R種

新設防水層の種別

屋根露出防水（既存）

窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　（mm）　幅　　　（mm）） 

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）

・れんが押え（※JIS R 1250　　・　　　　　　）

・コンクリート押え

・モルタル押え（屋内）

・ アスファルト防水 屋根保護防水（既存 ） 　

新設防水層の種別

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

厚さ　(　　　)mm以上

※改修標準仕様書表3.3.3及び表3.3.9による

厚さ　(　　　)mm以上

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出

入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

※監督職員と協議する

[1.5.1]

(1.5.2)［ 1.7.2］

［1.9.1］

［1.9.2］

※改修標準仕様書表3.3.3、表3.3.4、表3.3.8及び表3.3.9による

立上り部の保護工法　

用途による区分　　・　

用途による区分　　・　

平場の保護コンクリートの厚さ及び仕上りの平たんさ

[3.3.2～5]［表3.3.3～3.3.10］

・図示による

材料による区分　　※R種

材料による区分　　※R種　

用途による区分　　・　

用途による区分　　・　

※図示による　　・　

種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

・　

屋上排水溝

※図示による　　・　

ブロック建築

仮設工事

分析方法

定性分析方法 定量分析方法

材料名

（JIS A 1481-2）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

（JIS A 1481-1）または （JIS A 1481-3）、 （JIS A1481-4）

または（JIS A 1481-5）

改修工法 種別 施工箇所

・P1E

・P2E

・E-1

・E-2

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

工法 種別

施工
断熱材　 

箇所

仕上塗料

種類 使用量

備考

高日射

防水　

・C-1

・C-2

・C-3

・C-4

・D-1

・D-2

・D-3

・D-4

・DI-1

・DI-2

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

改修標準仕様書3.3.2(9)

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・

・M4C

・M3D

・P0D

・P0DI

・M3DI

・M4DI

改修 新設

Ｇ

反射率Ｇ

　 　　 　　 　　床タイル張り　※水下　60mm以上　 ・　　　　　

仕上りの平坦さ（表8.1.5より）

・ ｃ種　　・　

・ ａ種　　・　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　 ・　

仕上 保護コンクリートの厚さ

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

  厚さ0.15mm以上

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・

・

新設種別 施工箇所 断熱材　 絶縁用シート

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・AⅠ-1

・AⅠ-2

・AⅠ-3

・BⅠ-1

Ｇ

　※JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁ

(種類)

(厚さ)(mm)

　　ﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き）

　・　　

　70g/㎡程度

改修工法

・P2A

・P1B

・P2AⅠ

・P1BⅠ

・BⅠ-2

  又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

  70g/㎡程度

(3) 本特記仕様書の表記

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

3) 特記事項に記載の［     ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

○

　 の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。

○

4) 特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

○

○

○

屋根・とい工事

左官工事

金属工事

左　官

塗装工事

建具工事

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール工事

塗　装

カーテンウォール施工

内装仕上げ施工

内装仕上げ施工
内装工事

・タイル張り作業

・大工工事作業

・内外装板金作業

・壁装作業

・建築配管作業

・造園工事作業

・アスファルト防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・改質アスファルトシート常温粘着工法防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・石張り作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・鋼製下地工事作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・左官作業

・ビル用サッシ施工作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業

・木質系床仕上げ工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・ 鉄筋組立て作業

・型枠工事作業

・とび作業

・コンクリート圧送工事作業

・構造物鉄工作業

・コンクリートブロック工事作業

・エーエルシーパネル工事作業

・  完 成 図 等

・ 完 成 図 の 種 類 及 び 記 入 内 容

・ 本 工 事 完 成 1年 後 の 経 年 検 査

撮 影 箇 所 及 び 提 出 サ イ ズ 、 仕 様

※ 工 事 完 成 時 に 完 成 写 真 を 撮 影 し 、 監 督 職 員 に 提 出 す る

・ 完 成 写 真

※ 監 督 員 の 指 示 に よ る 　 ・ 　 　 　

・ 材料の品質等
 (1.4.2)[1.4.2] ・  中 間 技 術 検 査

・ 実 施 す る 段 階 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 実 施 回 数 (　 　 ） 回

・ 中 間 技 術 検 査 の 実 施 ［1.8.2］

・
※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

部等の処置　　 
P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り

・図示による　　・　

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等・ 既存下地の処理 [3.2.6]

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事 特記仕様書

一関市狐禅寺字大平１７

１３１，６６２．０㎡　　　　　　　　（全　体）

鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造及び鉄筋コンクリート造

２階改修面積：２５７．３５０㎡　

2階　213号室から220号室及び廊下の一部をハイケアユニットに整備

A-02

    （建築工事編）令和7年版（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和 7年版

    　・ 建築物解体工事共通仕様書（令和7年版）

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（E-01）図、機械設備工事の特記仕様書は（M-01）図による。

・  保 険 加 入

建築面積：　８，５６４．６２８㎡　（全　体　１８，９３８．８９８㎡）

延床面積：２５，５０８．１５０㎡　（全　体　４７，００７．６０㎡）

3

防
水
改
修
工
事

仮設間仕切りの種別と材質等

・ 仮設間仕切り 仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ）

・  利 用 で き な い構 内 既 存 の 施 設・ 工 事 用 電 力

・  利 用 で き な い

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ）

・ 工 事 用 水

規 模 、 仕 上 の 程 度

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 ・ 　 　

※ 監 督 職 員 と の 協 議 に よ る 　 ・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 ・ 　 　 　

・ 現 場 説 明 書 に よ る 　 ・ 　 　

備 品 等 の 種 類 及 び 数 量

・ 監 督 職 員 事 務 所 等 ・ 設 置 す る 　 ・ 設 置 し な い

構 内 既 存 の 施 設

設 備

仮 設 建 物

[2.3.2][表 2.3.1]

・図示による　　・　

種別

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

仕上げ（厚さmm） 塗装 充填

・A種   種類(・　　　　　　　　　)

  厚さ(・　　　mm  　※9.5mm )

・合板

　材種(・　　　　　　　　　）

  厚さ(・　　　mm 　 ※9mm )

・

グラスウール
・無し

・片面

・
厚さ　　　mm

※C種 防煙シート

仕上げ 塗装 設置箇所

※木製

・ ・

・無し

・片面

・　　　か所

・図示による

・せっこうボード

材質

※合板張り程度

・ 既存部分の養生 養生方法等

・既存部分

・既存家具、既存設備等

・既存ブラインド、カーテン等

 保管場所（・図示による　　・　　　　　　） 

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

養生方法（※ビニルシート、合板　　・　　　　　　）

養生方法（※ビニルシート等　　・　　　　　　） 

養生方法（・ビニルシート等　　・　　　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　

 [2.3.1]

・図示による　　・　

・材料、撤去材等の運搬方法

　種別(・A種　　・B種　　・C種　　・D種　  ・E種 )

C種：利用可能なエレベーター　（・図示による　　・　　　　　　）

D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

・ 足場等

外部足場

防護シート

・設置しない

・設置しない

・設置する

・設置しない

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

内部足場

（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　平成21年4月24日）の

「（別紙）手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ

ドラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

 [2.2.4][表 2.2.1]

・　B種

・ 騒音・粉じん等の対策 ・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

 [2.1.3]

・図示による　　・　

仮
設
工
事

2

に 対 し て 、 下 記 に よ り 保 険 等 に 加 入 し 、 そ の 証 書 の 写 し を 監 督 員 に 提 出 す る 。

本 工 事 の 受 注 者 は 、 工 事 期 間 中 、 工 事 目 的 物 及 び 工 事 資 材 （ 支 給 材 料 を 含 む ）

受 注 者 は 、 工 事 の 内 容 に よ り 、 建 設 工 事 保 険 、 火 災 保 険 、 組 立 保 険 等 の う ち 、

１ 以 上 の 保 険 に 加 入 す る

原 則 と し て 請 負 代 金 額 と し 、 保 険 等 に 必 要 な 一 切 の 費 用 は 受 注 者 の 負 担 と す る

原 則 と し て 工 事 着 工 日 か ら 工 事 完 成 ３ ０ 日 後 ま で と す る

(1)　 加 入 す る 保 険

(2)　 保 険 金

(3)　 保 険 の 期 間

(4)　 保 険 契 約 の 変 更

保 険 契 約 締 結 後 に 請 負 代 金 額 の 変 更 又 は 工 期 延 長 等 が あ っ た 場 合 は 、 相 応 の 保 険

契 約 を 変 更 す る こ と

(5)　 保 険 証 券 等 の 提 出

保 険 契 約 を 締 結 （ 変 更 を 含 む ） し た 場 合 は 、 当 該 保 険 証 券 等 の 写 し を 監 督 員 に

提 出 す る こ と



工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事 ---

---

・ 改質アスファルト

　 シート防水 新設防水層の種別 

　 ルーフィングシート

　 防水

・ 合成高分子系 新設防水層の種別 

・ 塗膜防水

といその他の材種・ とい

シーリング材の種類、施工箇所

下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の目地寸法

・配管用鋼管

防露材のホルムアルデヒド放散量

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

鋼管製といの防露巻き

ルーフドレンの取付け

既存笠木等の撤去

下地補修の工法

板材折曲げ形の笠木の取付方法

・

絶縁断熱工法の防湿用シート 

・

・図示による

接着性試験

※簡易接着性試験

とい受金物

材種

形状

※25×4.5以上（とい径100を超えるもの）

取付け間隔

足金物

多雪地域

※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填する

屋根露出防水（既存）

・設置する 

・設置しない 

新設防水層の種別　　

ルーフドレンの種類及び呼び

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）　　　　　　　

※市販品（とい径100以下）　　　　　　　　

材種

形状

取付け間隔

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

※市販品

・ 施工数量調査 調査範囲

錆汁の流出の有無を調査する。

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

調査内容

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

・ ひび割れ部改修工法 ・ 樹脂注入工法

注入状況の確認方法

抜取り個数

抜取り部の補修方法

・Uカットシール材充填工法 　

・シーリング材

充填材料の種類

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填 　

・行う　　・行わない

・可とう性エポキシ樹脂 

・ 欠損部改修工法 ・充填工法

・シール工法

・ ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法

シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。 

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

厚さ　(　　　)mm以上

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

・

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　

　　　　　　・　　　　　（個）

種類　　　　※主材料の製造所の仕様

設置数量　　※主材料の製造所の仕様

　　　　　　

　　　　　　・　　　　　（個）

・ アルミニウム製笠木 種類　

表面処理

色合等　・標準色（　　　　　　）　・特注色（　　　　　　　） 

笠木の固定金具の工法等

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

・オープン形式（・押出250形　　・押出300形　　・押出350形）

種別（　　　）種　 

新設防水層の種別　　

・引張接着性試験

・硬質ポリ塩化ビニル管

・ルーフドレン

・

・

・

※改修標準仕様書3.8.2による

・

・

・

※改修標準仕様書3.8.2による

・

・適用する　　・適用しない

※改修標準仕様書表3.8.4による

・

・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）

  本体幅（　　　）mm　板厚（※2.0mm　　・　　　mm）

・行う（範囲　　・図示による　　・　　　　　　） 

・行わない

4
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・外壁改修範囲

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

※コアの抜取りを行う

※長さ500mごと及びその端数につき1個

・

※1成分形又は2成分形ポリウレタン系

・

4-2
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注入状況の確認方法

抜取り個数

抜取り部の補修方法

・Uカットシール材充填工法 　

※コアの抜取りを行う

※長さ500mごと及びその端数につき1個

・

仕上げを行わない施工箇所

たてどい受金物の取付け

・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　）

絶縁用シートの材質

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

屋内防水

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

固定金具の材質、形状及び寸法

※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

　両面に樹脂を積層加工したもの

防水層の種別

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理 

・行う（・図示による　　・　　　　　　）　　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

・行う（・図示による　　・　　　　　　）

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

・設置する　　・設置しない

※非歩行仕様

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類

目地割

目地の種類

・

・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

厚さ　　・　　　mm以上

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

・軽歩行仕様

※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度

・

※押し目地

・

種類

※ルーフィングシートの製造所の仕様

・

・行わない

※発泡ポリエチレンシート

・

※ルーフィングシートの製造所の仕様

設置数量

・（　　　　　　）個

シーリング改修工法の種類　　・ シーリング

・シーリング充填工法　 

・シーリング再充填工法 　

・拡幅シーリング再充填工法　 

・ブリッジ工法 

　ボンドブレーカー張り

　エッジング材張り

・適用する  　・適用しない

・適用する　　・適用しない

[3.4.2～3]［表3.4.1～3］

[3.5.2～4] [表3.5.1～3]

[3.6.2～3]［表3.6.1～3］

［3.1.4］[3.7.2～3、3.7.7～8]

※標準仕様書9.7.3(1)による

[3.8.2～3]

[3.9.2～3]

 [1.6.2～3]

［4.1.4］[4.2.4～7]

［4.1.4］[4.2.4､8]

［4.1.4］[4.3.5～8]

用途による区分　　・　

用途による区分　　・　

材料による区分　　※R種

用途による区分　　・　

・　

種類　　・　

・　

・図示による　　・　

・図示による

※図示による　　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

・図示による　　・　

　※F☆☆☆☆　　・　

・図示による　　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・AS-T3

  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する・P0AS

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・AS-T4

・AS-J1

・AS-J3

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・ASI-TI

  所の仕様

・

  所の仕様
・適用

　する
・M4ASI

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない
・ASI-JI

防湿層

・設ける

・設けない

改修標準仕様書3.4.2

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・

(3)(ｳ)

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

施工
断熱材　 

箇所

仕上塗料

種類 使用量

備考

高日射

反射率

防水　

・AS-T1

・AS-T2

  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する

・AS-J2

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・AS-T3

・AS-T4
  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する

・AS-J1

・M4AS

・M3AS

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

工法 種別

改修 新設

・M3ASI

・P0ASI

Ｇ

Ｇ

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

施工
断熱材　 

箇所

仕上塗料

種類 使用量

備考

高日射

反射率

・S-F1

・

・適用

　する

・S4S

・S-F2

・S-M1

・S-M2

・P0S

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・適用

　する

・適用

　する

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様
・S-F1

・適用

　する

・S3S

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・
脱気装置

・設ける

・設けない

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・S-F2
・適用

　する

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様
・S-M1

・

・適用

　する

・S-M2

・M4S

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

工法 種別

改修 新設

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・

防水　

Ｇ

Ｇ

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様
・SI-F1

・

・適用

　する

・S3SI

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

・SI-F2
・適用

　する

改修標準仕様書

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・　・25　・50

3.5.2(3)(ｴ)(b)

・SI-M1
　する

・SI-M2
・適用

　する

・適用
改修標準仕様書

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・　・25　・50

3.5.2(3)(ｴ)(a)

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・P0SI

・M4SI

・S4SI
・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

種別 施工箇所
平場の

保護層

・
※7mm以下

・
・P1S

種別

保護モルタル塗厚

立上り部の

保護モルタル塗厚

・S-C1

仕上塗料

種類 使用量
施工箇所

高日射反射
備考

率防水　　

・主材料の製

　造所の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

※主材料の製

　造所の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

・主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

・適用する

・適用する

・P0X

※X-1

・X-2

・X-1H 

・L4X

・X-1

※X-2

・X-1H

工法 種別

改修 新設

・X-2H

・

・X-2H

・

施工箇所

・P1Y

・P2Y

※Y-2

・

※Y-2

・

※主材料の製造所の仕様

・

※主材料の製造所の仕様

・

工法 種別

改修 新設

・設けない

工程数及び各工程の使用量 保護層

・設けない

・設ける(・保護ｺﾝｸﾘｰﾄ ･ 保護ﾓﾙﾀﾙ) 

・設ける(・保護ｺﾝｸﾘｰﾄ ･ 保護ﾓﾙﾀﾙ) 

Ｇ

種別 呼び

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

・ろく屋根用横形Ⅰ型

・バルコニー中継用

※ねじ込み式

※ねじ込み式

※ねじ込み式

・80　・100　・125　・150

・バルコニー用 ※ねじ込み式

施工箇所

・差し込み式

・差し込み式

・80　・100　・125　・150

・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

工法の種類

※200～300 ・130

・ ・
※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・50～100 ・40

・ ・

・100～200 ・70

・ ・

・150～250 ・130

・ ・

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

 0.2以上～1.0未満

 0.2以上～0.3未満

 0.3以上～0.5未満

 0.5以上～1.0未満

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量（mL/m） 延べ長さ（m）

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

 0.2以上～0.3 未満・可とう性エポキシ

　樹脂

 1.0超過～1.5 未満

 1.5以上～2.0 未満

 以上～未満

・シーリング材

 0.3以上～0.5 未満

 0.5以上～1.0 未満

 1.0 超過

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

 0.2未満

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメント

材料 平均深さ(mm) 平均広さ(㎡) 延べ箇所数（-）

 5～10未満

モルタル  10～15未満

 15～20未満

 20～25未満

 25～30未満

 30～35未満

 35～40未満

工法の種類 ひび割れ幅(mm)

 0.2以上～1.0 未満
※200～300

・
※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

 0.2以上～0.3 未満
・50～100

・

 0.3以上～0.5 未満
・100～200

・

 0.5以上～1.0 未満
・150～250

・

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

・130

・

・40

・70

・130

注入口間隔(mm) 注入量（mL/m） 延べ長さ（m）

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

 0.2以上～0.3 未満・可とう性エポキシ

　樹脂

 1.0超過～1.5 未満

 1.5以上～2.0 未満

 以上～未満

・シーリング材

 0.3以上～0.5 未満

 0.5以上～1.0 未満

 1.0 超過
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工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事 ---

---

・

・ 欠損部改修工法 ・充填工法 　

既製目地材

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

・現場調合材料

（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

・既調合材料（　　　　　　）

・

・

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

注入口付アンカーピンの材質

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

アンカーピンの材質

モルタル塗替え工法用材料

・現場調合材料

（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

・タイル張替え工法

・ 欠損部改修工法 ・タイル部分張替え工法

接着剤の種類

・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・ポリマーセメントモルタル

・接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

張替え用材料

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整剤塗りの接着力試験

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

※改修標準仕様書表4.4.2による 　

タイル張りの工法 　　

・密着張り　　・改良圧着張り　

・マスク張り　　・モザイクタイル張り 　 

・行う　　・行わない

・図示による

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　

・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）

シーリング　改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

シーリング材の種類

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

・

シーリングのその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mm の丸棒で全ネジ切り加工したもの

・

注入口付アンカーピンの材質

アンカーピンの材質

・

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

・張付けモルタル　（・現場調合材料　　・既調合モルタル）

・ 目地改修工法

・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地の位置及び寸法

シーリングは、改修特記仕様書第3章　防水改修工事による。

・ タイルの形状、寸法等

・ 既存塗膜等の除去

　 下地処理及び下地調整

・ 下地調整塗材 ※下地調整塗材

・ 仕上塗材仕上げ 新規仕上塗材の種類 

・ 防犯建物部品

新規に建具を設ける場合 

壁部分の開口の開け方

・ 防火戸 ・指定する　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　） 

・指定しない 

・適用する（・建具表による　　・　　　　　　）

・適用しない 

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動 

・連動させる　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　） 

・連動させない

・外装タイル

・ユニットタイル

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・ 見本の製作等 建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　　　　　

                  ・行わない

建具見本製作の目的等：（　　　　　　　　　）　

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　

　　　          　・行わない 

 充填材料の種類

※1成分形又は2成分形ポリウレタン系

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填 　

・行う　　・行わない

・可とう性エポキシ樹脂 

・シール工法

シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。 

・

・使用する（形状　･図示による　　・　　　　　　） 　

・ 浮き部改修工法

既製目地材

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

・既調合材料（　　　　　　）

・使用する（形状　･図示による　　・　　　　　　） 　
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注入状況の確認方法

　抜取り個数

　抜取り部の補修方法

※コアの抜取りを行う

※長さ500mごと及びその端数につき1個

・

※ポリウレタン系　

・

伸縮調整目地その他の目地

※変成シリコーン系

・

・ 浮き部改修工法

・タイル部分張替え工法

接着剤の種類

・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・ポリマーセメントモルタル

・接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

張替え用材料

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整剤塗りの接着力試験

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

タイル張りの工法 　　

・密着張り　　・改良圧着張り

・マスク張り　　・モザイクタイル張り 　 

・行う　　・行わない

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理　　

・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）

・

シーリング　改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

シーリング材の種類

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

・

・張付けモルタル　（・現場調合材料　　・既調合モルタル）

・外装タイル

・ユニットタイル

※ポリウレタン系　

・

シーリングのその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

伸縮調整目地その他の目地

※変成シリコーン系

・

試験張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

見本焼き

・行う(範囲、仕様等は図示による)　　・行わない　

・行う(施工箇所：　　　　　　)　　・行わない

4-4
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・可とう形改修用仕上塗材
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・ 改修工法

タイルの形状、寸法等

・モルタル塗替え工法 　

備考欄：参照タイルシリーズ

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

注入工法用材料 

・ポリマーセメントスラリー 

保水係数　0.35～0.55

粘調係数　0.50～1.00

充填工法用材料 

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

［4.1.4］[4.3.9～10]

 [4.1.4][4.3.11～16]

 ［4.4.5、8］

[4.1.4][4.4.5、7、8]

・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)(ウ)(エ)による）

[4.1.4][4.4.5、9～15]

・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)(ウ)(エ)による）

[4.1.4][4.4.5、16]

[4.5.4]

[4.5.2]

[4.1.5][4.5.2][表4.5.1]

・ 外壁用塗膜防水材塗り 仕上げの形状

仕上塗料の耐候性 

下地挙動緩衝材の適用

吹付け工法の模様材の種類

外壁用仕上塗料の種類

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

（塗仕上げ外壁等改修）による。

工法

・

・

・適用する

・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))

・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))

・適用しない

コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

（コンクリート打ち放し仕上げ外壁改修）による。

モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

（モルタル塗り仕上げ外壁改修）による。

[4.1.5][4.7.2､3][表4.7.1]

 [5.1.3]

[5.1.4]

 [5.1.5]

 [5.1.7]

※図示による　　・　

※図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による

※改修標準仕様書表4.4.2による 　

・図示による　　・　

・ポリマーセメントモルタル

種類 （呼 び名 ） 仕上げ の形 状 工法 上 塗材の 種類 耐 候性 防 火材 料

　 ・複層 塗材 CE

　 ・複層 塗材 RE

　・ 複層 塗材 Si

　・ 複層 塗材 E

　・ 凸部処 理

　 ・凹 凸状
 ・吹 付け

 樹脂

　※ ｱｸﾘﾙ系

　・

 外観

　 ※つ やあ り

　 ・ ﾒﾀﾘｯｸ

　・

 溶媒

　※水 系

　・

 ※ 耐候形

 　 3種

 ・

　・

　・ ゆず肌 状
 ・ ローラ ー

   塗り

　　 CE

　・ 凸部処 理

　 ・凹 凸状
 ・吹 付け

 樹脂

　※ ｱｸﾘﾙ系

　・

 外観

　 ※つ やあ り

　 ・ ﾒﾀﾘｯｸ

　・

 溶媒

　※水 系

　・

 ※ 耐候形

 　 3種

 ・

　・

　・ ゆず肌 状
 ・ ローラ ー

   塗り

　・ 凸部処 理

　 ・凹 凸状
 ・吹 付け

 樹脂

　※ ｱｸﾘﾙ系

　・

 外観

　 ※つ やあ り

　 ・ ﾒﾀﾘｯｸ

　・

 溶媒

　※水 系

　・

 ※ 耐候形

 　 3種

 ・

　・

　・ ゆず肌 状
 ・ ローラ ー

   塗り

　・可とう形複層塗材

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

　　RE

　　CE

 ・平たん状  ・吹付け  樹脂

　・

 外観

　・

 溶媒

　・

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種

　・
 ・さざ波状

 ・ローラー

   塗り

 ・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

　・可とう形改修塗材

　・可とう形改修塗材

　・可とう形改修塗材

　　 CE

　・ 防水型 複層 塗材

　　 RE

　・ 防水形 複層 塗材

　　 E

　・ 防水形 複層 塗材

・

新規建具周囲の補修工法及び範囲

※図示による　　・　

※図示による　　・　

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

　 　  ・ 建 具 表 に よ る 　　 　  

　　 － 　 　  

　 　  　 　  

　 　  　 　  

　 　  　 　  

　 　  　 　  

・ 建 具 表 に よ る 　

・ 建 具 表 に よ る 　

・ 建 具 表 に よ る 　

・ 建 具 表 に よ る 　

・ 建 具 表 に よ る 　

・アルミニウム製建具

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

・外部

・内部

　 　  　 　  ・ 建 具 表 に よ る 　・木製建具 

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗り 防火材料

　 ・ 外装厚塗材C

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

　 ・ 外装厚塗材Si

　 ・ 外装厚塗材E

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー塗り

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 防火材料

　 ・ 外装薄塗材Si

　・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・
　・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

　 ・ 可と う 形外装塗材Si

　・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

　 ・
　・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

  ・ 外装薄塗材E

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・

　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

　・着色骨材砂壁状
 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・可とう形外装塗材E

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

  ・ 防水形外装薄塗材E

  ・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

 ・

　・凹凸状  ・吹付け

　 ・ 外装薄塗材S 　・砂壁状  ・吹付け  ・

工法 処理範囲 下地面の補修

※既存仕上げ面全体

・図示による
・サンダー工法

※既存仕上げ面全体

・図示による
・高圧水洗工法

※既存仕上げ面全体

・図示による

※サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

　工法の処理範囲以外の既存仕上面全面

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

・図示による

・ひび割れ部改修

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

　工法

工法の種類

※200～300 ・130

・ ・
※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・50～100 ・40

・ ・

・100～200 ・70

・ ・

・150～250 ・130

・ ・

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

 0.2以上～1.0未満

 0.2以上～0.3未満

 0.3以上～0.5未満

 0.5以上～1.0未満

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量（mL/m） 延べ長さ（m）

・注入口付アンカーピンニング ※25

・タイル部分張り替え工法

・タイル張り替え工法

工法の種類

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数
注入量

一般部

(本/㎡)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)
(mL/箇所)

指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング ※16

・

※25

・
　 － 　 －

※25

・

・アンカーピンニング ※13

・

※20

・

※25

・

・アンカーピンニング ※13

・

※20

・

※50

・

※9

・

※16

・
　 － 　 －

※25

・

※9

・

※16

・

※25

・

※9

・

※16

・

※50

・

※12

・

※20

・

※12

・

※20

・

※9

・

※9

・

※16

・

※16

・

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　部分エポキシ樹脂注入工法

一般部 指定部

延べ広さ

(㎡)

・注入口付アンカー

 ピンニング全面ポリマー

 セメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

 全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

 部分エポキシ樹脂注入工法

　全面ポリマーセメント

  スラリー注入工法

　全面エポキシ樹脂注入工法

・ ・　エポキシ樹脂注入タイル

  固定工法

　 － 　 － ・

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

適用  有 無

耐滑

有 無 り性
施工箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

うわぐすり吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう

(cm/s)

長さ変化量

(％)

（収縮）

引張接着性

（材齢28日）

曲げ性能

（材齢28日）

吸水性

(％)

（72時間）

耐久性

（劣化曲げ強さ）

3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 5.0以上15以下

mm 2(N/ 　) mm 2(N/ 　) mm 2(N/ 　)

広がり速度

工法の種類

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数
注入量

一般部

(本/㎡)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)
(mL/箇所)

指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング ※16

・

※25

・
　 － 　 －

※25

・

・アンカーピンニング ※13

・

※20

・

※25

・

・アンカーピンニング ※13

・

※20

・

※50

・

※9

・

※16

・
　 － 　 －

※25

・

※9

・

※16

・

※25

・

※9

・

※16

・

※50

・

※12

・

※20

・

・充填工法

・モルタル塗替え工法

※12

・

※20

・

※9

・

※9

・

※16

・

※16

・

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　部分エポキシ樹脂注入工法

一般部 指定部

延べ広さ

(㎡)

・注入口付アンカー

 ピンニング全面ポリマー

 セメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

 全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

 部分エポキシ樹脂注入工法

　全面ポリマーセメント

  スラリー注入工法

　全面エポキシ樹脂注入工法

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメント

材料 平均深さ(mm) 平均広さ(㎡) 延べ箇所数（-）

 5～10未満

モルタル  10～15未満

 15～20未満

 20～25未満

 25～30未満

 30～35未満

 35～40未満

・現場調合材料

材料 平均深さ(mm) 平均広さ(㎡) 延べ箇所数（-）

・既調合材料

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

工法の種類

 0.2未満

ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

Ｇ□

・樹脂製建具

・ ひび割れ部改修工法 ・複層仕上塗材・シーリング材 ・樹脂注入工法 ・タイル張替え工法 [4.1.4][4.4.5、6]
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・ 建具用金物 金物の種類及び見え掛り部の材質等　

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

※改修標準仕様書表5.8.1により適用は建具表による

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・ ステンレス製建具

・ 網戸等

外部に面する建具の種別　

遮音性の等級（・　　　）

断熱性の等級（・　　　）

□Ｇ

・ 樹脂製建具

・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　)

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具　 　

屋内の建具 

結露水の処理方法

水切り板、ぜん板

性能値等

性能値等

表面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工

簡易気密型ドアセット

耐風圧性の等級（・　　　）

気密性の等級　（・　　　）

水密性の等級　（・　　　）

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

種別

ステンレス鋼板　

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・ 重量シャッター

開閉方式の種類

管理用シャッターのシャッターケース

・ 屋内用防火シャッター

・ 防煙シャッター

・外壁用防火シャッター

・管理用シャッター

シャッターの種類

・ 自動ドア開閉装置

・ 自閉式上吊り引戸

　 装置

性能値等　

・ 軽量シャッター

・ 鍵 マスターキー

その他の鍵の製作本数

鍵箱

スラット及びシャッターケース用鋼板 　

鋼板の種類

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯） 　

めっきの付着量

　手動開き力　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　手動閉じ力　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　閉じ速度の調整　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　制動区間　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　開閉繰返し　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　耐衝撃性　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

安全装置

性能値

　種類・開閉方式　　　　（　　　　　　　　　　　）

　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　）

　電源                   (                      )

・引き戸用駆動装置

性能値

　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　）

　電源                   (                      )

・車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置

性能値　　　　

　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　防滴　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　電源                   (                      )

・引き戸用検出装置

引き戸用検出装置の種類及び必要性能項目

・建具表による

凍結防止措置

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置

　防錆　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

耐風圧性の等級（　　　　　　　　　　）

気密性の等級　（　　　　　　　　　　）

水密性の等級　（　　　　　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

・以下による

※改修標準仕様書表5.9.1による　(防錆　・適用する　　・適用しない)

・以下による

※改修標準仕様書表5.9.2による　(防錆　・適用する　　・適用しない)

・以下による

※改修標準仕様書表5.9.3による　(防錆　・適用する　　・適用しない) 

・以下による

※改修標準仕様書表5.10.1

材料

形状及び仕上げ

工法

材料

ガラス

※複層ガラス

形状及び仕上げ

表面色

工法

水切り板、ぜん板

材料

ステンレス鋼板

工法

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いるスイッチ

ボックス類のふたの材質

ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

・

表面処理 

種別

・BB-1　　・BB-2 （改修標準仕様書表5.2.2）

着色

・標準色　　・特注色

・BC-1　　・BC-2 （改修標準仕様書表5.2.2）

着色

・標準色　　・特注色

・水貯め式　　・排水式

外部に面する建具の種別　

・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　)

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

遮音性の等級（・T-1　　・T-2 ）

□Ｇ

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

・

・標準色　　・特注色

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

・

・適用しない 

・適用する

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

遮音性の等級（・　　　）

断熱性の等級（・　　　）

□Ｇ
（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

外部に面する建具の耐風圧性

・

形状及び仕上げ

※HL

・鏡面仕上げ　　

※普通曲げ

・角出し曲げ 

・製作する

※各室3本1組（室名札付き）

・

・無し　・有り

・

・行う　　・行わない

※電動式（手動併用）

・手動式　

・設ける　　・設けない

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

※Z12又はF12

・

・

・

※改修標準仕様書表5.8.2による

※改修標準仕様書表5.8.3による

・

・製作しない

・既存のマスターキーに合わせる

枠の見込み寸法

（・建具表による　　・　　　　　　）

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

外部に面する建具の日射熱取得性の等級

枠の見込み寸法　

・建具表による　　

・

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

耐風圧性の等級（・　　　）

・ 鋼製建具

簡易気密型ドアセット

性能値等

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

・適用しない 

遮音性の等級（・　　　）

・適用する

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具の耐風圧性

耐風圧性の等級（・　　　）

断熱性の等級（・　　　）

□Ｇ
（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

・ 木製建具 建具材の加工、組立時の含水率

※A種

・

建物内部の木製建具に使用する接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆

・

・フラッシュ戸

表面材のホルムアルデヒド放散量等

※改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による　

・

表面材の合板の種類

表面板の厚さ

・

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用

・適用しない　　・適用する

・かまち戸

かまち樹種（　　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　）

見込み寸法

・ふすま

張りの種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型）

上張り（押入等の裏側以外）

縁仕上げ

見込み寸法

・戸ぶすま

見込み寸法

・紙張り障子

見込み寸法

枠、くつずりの材料

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

※改修標準仕様書表5.8.4による

木製建具に使用する戸車及びレール

※改修標準仕様書表5.8.5による

戸の開閉方式　

タッチスイッチの種類

・無線式タッチスイッチ

・光線式タッチスイッチ

・非接触スイッチ

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度　（　　　）Pa

電動式シャッターの障害物感知装置

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置

断熱性の等級（・H-4　　・H-5　　・H-6 　・H-7   ・H-8）

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

・シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠（品質・性能、試験方法は別表による）

・クローザ類（品質・性能、試験方法は別表による）

・大形押しボタンスイッチ

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

[5.2.3、5.3.3]

　　[5.2.2][5.3.2～5]［表5.3.1～2］

　　[5.2.2][5.4.2～4]［表5.2.1］[表5.4.2]

・ 鋼製軽量建具

材料

鋼板類の厚さ

性能値等

簡易気密型ドアセット

・適用しない 

・亜鉛めっき鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

※改修標準仕様書表5.5.1による　 

ステンレス鋼板

・

形状及び仕上げ

鋼板

召合わせ、縦小口包み板の性質

※鋼板

・適用する

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

遮音性の等級（・　　　）

断熱性の等級（・　　　）

□Ｇ
（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

・ビニル被覆鋼板

・カラー鋼板

・ステンレス鋼板

・

・　　　mm　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

標準型鋼製軽量建具の形式及び寸法

※建具表による

・

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

 [5.2.2][5.5.2～4][表5.5.1］

形状及び仕上げ

※改修標準仕様書表5.4.2による

・　　　mm　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

標準型鋼製建具の形式及び寸法

※建具表による

・

鋼板類の厚さ

点検口等のくつずりの材料

・鋼板　　・ステンレス

 [5.2.2] [5.4.2] [5.6.2～5]

［5.7.2～4］[表5.7.1]

 [5.8.2～3]

[5.8.4]

[5.9.2]

[5.10.3]

[5.11.2、3]

[5.12.2～4]

・ オーバーヘッドドア

・強化ガラス

形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス

板ガラスによる種類、厚さによる種類

性能による種類

・1種　　・2種

・ ガラス ・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

・建具表による

・網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

・型板ガラスの厚さによる種類

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ

落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅱ-1類　　・Ⅱ-2類　　・Ⅲ類

・合わせガラス

セクション材料 耐風圧 開閉方式 収納形式
ガイドレールの材料

による区分 性能区分 による区分 による区分

・125

※バランス式
・スタンダード形 ※溶融亜鉛めっき鋼板

※スチールタイプ

・100
・チェーン式

・ローヘッド形 ・ステンレス鋼板
・アルミニウムタイプ

・75

・電動式
・ハイリフト形

・ファイバーグラスタイプ

・50

・バーチカル形

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

[5.13.2、3]

[5.14.2～4]

耐風圧強度　（　　　）Pa

安全装置

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

開閉方式の種類

※手動式

・電動式（手動併用）

電動シャッターの障害物感知装置

電動シャッターの急降下停止装置

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） 

　めっきの付着量（※AZ90　　　　・　　　　　） 

　めっきの付着量（※Z06又はF06　・　　　　　） 　

・オーバーラッピング形 

スラットの材質の種類 

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

スラットの形状

・インターロッキング形

・設置する（設置個所　※建具表による）

・設置しない

※図示による　　・　

種類 材質 線径 網目

・防虫網

※合成樹脂製 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 

・ステンレス(SUS316)製  

※0.25mm以上

・

※16～18メッシュ 

・

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

※図示による　　・　

合板の種類 規格等 備考

表面の樹種

・

板面の品質（※広葉樹1等　　・　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類 ）

樹種名（　　　　　　）

・普通合板

接着の程度（・1類　・2類 ）
・天然木化粧合板

□Ｇ

□Ｇ

・建具表による　　・　

・建具表による　　・　

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

※30mm　　・建具表による　　・　

※30mm　　・建具表による　　・　

表面板の仕上　・建具表による

※19.5mm　　・建具表による　　・　

・鳥の子　　・新鳥の子又はビニル紙程度

・塗り縁　　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

※36mm　　・建具表による　　・　

※改修標準仕様書表5.7.6による

化粧加工の方法

　※プリント

・特殊加工化粧合板
　・ポリエステル化粧合板

　・メラミン化粧合板

　・

接着の程度（・1類　・2類 ）

・MDF

□Ｇ

□Ｇ

・建具表による　 ・　

工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事 ---

---

・ アルミニウム製建具 性能値等 材料 車椅子使用者用便房スイッチの種類　[5.2.2～5][表 5.2.1～2]
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工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事 ---

---

・ ガラス用フィルム

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

ビニル床シート等の除去

合成樹脂塗床材の除去工法　

改修後の床の清掃範囲　　　

・下地モルタルとも（・図示による　　・除去範囲全て）

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

※既存のまま

既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

・ 既存床の撤去及び

　 下地補修

・ 改修範囲

・ 既存壁の撤去及び

　 下地補修

・機械的除去工法

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ

樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

（全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示による）

※仕上材のみ（接着剤とも）

・ 製材 □Ｇ

・ 造作用単板積層材 □Ｇ

・ 合板等

ガラスの留め材及び溝の大きさ

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　

材質

寸法

形状

材質

寸法

形状

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

目地部の横力骨の納まり　

・複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

断熱性による区分

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

日射取得性、日射遮蔽性による区分

・G　　・S

乾燥気体の種類

・熱線反射ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

日射熱遮へい性による区分

・1種　　・2種　　・3種

・A類　　・B類

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

力骨　

金属製化粧カバー　

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

※ステンレス鋼(SUS304)

・

※はしご形状複筋及び単筋

・

・ステンレス製

・アルミニウム製 

※ガラスブロック製造所の仕様による　

・図示による

・

・ 造作用集成材 □Ｇ

・図示による

・図示による

・図示による

・目荒し工法

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

・

材料のホルムアルデヒド放散量・　施工一般

・ 窓、出入口その他 ・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉　

・

・JAS 1083-5　製材‐第5部に基づく下地用製材 

・JAS 1083-2　製材‐第2部に基づく造作用製材

・JAS 1083-6　製材‐第6部に基づく広葉樹製材

・JAS 1083（製材）以外の製材

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

・JAS 3079に基づく直交集成板

・ ガラスブロック積み

耐久性による区分（日射熱遮へい性が2種の場合）

※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り

※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による

・

[5.14.5]

化粧目地モルタルの色（・ガラスブロック製造所の指定による　　・　　　　　　　）

ガラス端部で枠にのみ込まない部分の小口加工

・建具表による　 ・　

 [6.1.3]

 [6.2.2]

[6.3.2]

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.5.2]・JAS 1152に基づく造作用集成材

・JAS 1152に基づく化粧ばり造作用集成材

[6.5.2]

・JAS 1152 以外の造作用集成材

・JAS 1152 以外の化粧ばり造作用集成材

[6.5.2]・JAS 0233に基づく普通合板

・JAS 0233に基づく構造用合板

□Ｇ

□Ｇ

保存処理の適用　 ・適用する　 ・適用しない

・JAS 0233に基づく化粧ばり構造用合板

・JAS 0233に基づく天然木化粧合板

・JAS 0233に基づく特殊加工化粧合板

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ・JIS A 5908に基づくパーティクルボード

・JIS A 5905に基づくミディアムデンシティファイバーボード（MDF）

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

□Ｇ

［6.5.7］

造作材の化粧面の釘打ち・ 接合具等

※隠し釘打ち

・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち

・釘頭現し

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

諸金物

・　　　　　　(形状：　　　　　　　寸法：　　　　　　　材質：　　　　　　　)

　(改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度)

[6.5.3]

接着剤のホルムアルデヒド放散量・ 接着剤

※F☆☆☆☆　　

・

[6.5.3、4] 

・ 防腐・防蟻処理 ・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理 [6.5.5]

　適用部位（　　　　　　　　　　　　） 

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・合板等の加圧注入処理等の適用

　適用部位（　　　　　　　　　　　　） 

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 　　

・ラワン材及びなら材の防虫処理

保存処理性能区分（※ K-1　　・　　　　　　　）

・不燃処理木材等の使用

　適用部位（・図示による　 ・　　　　　　　）　

・ 内部間仕切軸組及び ・間仕切軸組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※杉又は松　

・

   床組み 

・床組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※杉又は松　

・

［6.5.6］

・ 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

屋外の形式及び寸法

屋外

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

※25形　　・19形

屋内

※19形　　・25形

(補強箇所　※図示による　　・　　　　　　　　　)

周辺部の端からの間隔

野縁の間隔

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

・行わない 

　試験箇所数　※屋内の場合、当該階において3箇所

　　　　　　　・(　　　)箇所　

・行う

既存の埋込みインサート

野縁受、つりボルト及びインサートの間隔

あと施工アンカーの施工後の確認試験　

　引張試験にて確認する強度　　※吊りボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ

                　　　　　　　　天井面積構成部材等の単位面積あたりの

　　　　　　　　　　　　　　　　質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

[6.6.2～4]

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

・屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性能を考慮した補強

(補強箇所　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

・空気　　・アルゴン　　・　

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

アルミニウム製

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

・

・シーリング材 

・

・グレイジングガスケット

・

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

樹脂製

・

・グレイジングチャンネル

※図示による　　・　

※径5.5mm　　・　

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調 目地幅（mm）
伸縮調整目地

防火性能
位置（mm）

・160×160
・95

・

・200×200
・95

・

※図示による　　・　

※図示による　　・　

品質は、JIS A 5759による。

種類
記号

その他性能等
外貼り用

・日射調整フィルム

・低放射フィルム

・衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・相関変位破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・ガラス貫通防止フィルム

内貼り用

・SC-1

・LE

・GI-1

・GD-1

・SF

・SC-2

・GI-2

・GD-2

□Ｇ

※図示による　　・　

施工箇所 含水率寸法（mm）
間伐材等

保存処理等級
の適用

・

※2級

・

※2級

・

※2級

※ A種  ・ B種  

※ A種  ・ B種  

※ A種  ・ B種  

・

・

・

施工箇所
間伐材等

等級
の適用

・

※上小節

・

※

※ A種  ・ B種  

※ A種  ・ B種  

・

・

・

　小節以上

見え掛り面

見え掛り面

以外

寸法（mm） 含水率 保存処理

施工箇所
間伐材等

等級
の適用

※1等

・

※10％以下
・

・

・

※1等

・

※1等

・

・ A種  ・ B種  

※10％以下

・ A種  ・ B種  

※10％以下

・ A種  ・ B種  

寸法（mm） 含水率 保存処理

施工箇所 防虫処理
間伐材等

材面の品質 含水率
の適用

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

※A種

・B種

・

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

※A種

・B種

・

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

※A種

・B種

・

寸法（mm）

施工箇所 品名
間伐材等

の適用

・※1等 ・2等

・

・

※1等 ・2等

※1等 ・2等

見付け材

面の品質

見付け

材面
寸法（mm）樹種名

施工箇所
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・

見付け材

※1等 ・2等

面の品質

化粧薄

さ(mm)

化粧薄板：

芯材：

見付け

材面

・※1等 ・2等
化粧薄板：

芯材：

・※1等 ・2等
化粧薄板：

芯材：

板の厚樹種名品名

施工箇所 樹種名
間伐材等

の適用

・

見付け材面の品質

・

・

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

寸法（mm）

施工箇所 樹種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

見付け材

面の品質

化粧薄

さ(mm)

板の厚

施工箇所
寸法 間伐材等

表面の品質 防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）
品名

※14％以下

・

含水率施工箇所
寸法 間伐材等

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）
表面の品質

施工箇所 品名
間伐材等

の適用

・

強度等級 種別
接着性能

（使用環境）
樹種名

（mm）

寸法

施工箇所
厚さ 間伐材等単板の

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）

広葉樹

※2等以上

・1等

針葉樹

※C-D以上

・

・

※5.5

樹種名

接着の

程度
板面の品質

※1類

・2類

施工箇所 等級
間伐材等単板の 強度

の適用

・

樹種名

板面の

品質

厚さ

※2級以上

・1級

※1類

・特類

※C-D以上

・

※12

・

・適用

　する

・適用

　しない

・適用

　する

・適用

　しない

（　　）

等級

防虫

処理（mm）

接着の

程度

施工箇所
厚さ 間伐材等

の適用

・

（mm）
単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・特類

・1類

・適用する

・適用しない

施工箇所 化粧板に使用する単板の樹種名 接着の程度 防虫処理の適用

・1類

厚さ

（mm）

・適用しない

・適用する

・2類

施工箇所
厚さ

（mm）
防虫処理の適用化粧加工の方法

・1類

・2類 ・適用しない

・適用する

接着の

程度
表面性能 単板の樹種名

施工箇所
表裏面の状態に 曲げ強さに 耐水性に

よる区分 よる区分 よる区分

難燃性に

よる区分

厚さ

（mm）

・

※13タイプ

・ ・

※15※Pﾀｲﾌﾟ又はMﾀｲﾌﾟ

施工箇所 厚さ（mm）品名

施工箇所
表裏面の状態厚さ

（mm） による区分

曲げ強さに

よる区分 よる区分

難燃性に

よる区分

耐水性に

適用部材 保存処理性能区分

・K2　　・K3　　・K4

適用部材 処理の方法

・

・

薬剤の種類

※JIS K 1571に適合又は同等品

・

※薬剤の製造所の仕様による

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・使用する　　・使用しない

　　　　　　　                ・(　　　)N
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工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事 ---

---

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

床タイル以外

床タイル

伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

・ タイル張り 伸縮目地の位置

タイルの形状、寸法等

・ 軽量鉄骨壁下地

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

スタッド、ランナの種類 

※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※改修標準仕様書6.7.4(5)による

・ モルタル塗り

既製目地材

・設けない 

・設けない 

モルタル

床の目地

目地割り

目地の種類

・図示による 

・ 

・ 

・現場調合材料

・既調合材料

・設ける

施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示による　・　　　　　　）

・設ける

※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

・

※押し目地

・

・タイルカーペット

材質の種類・ ビニル幅木

・ ビニル床シート

・ ビニル床タイル □Ｇ

□Ｇ

高さ(mm)

厚さ(mm)

色柄　　（　　　　　） 

厚さ(mm) 

寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

タイルカーペットの敷き方

階段部分

見切り、押え金物　

種類

材質（　　　　　　）

種類（　　　　　　）

形状等

・タフテッドカーペット

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※F☆☆☆☆　　

・ 特殊機能床材 ・帯電防止床シート

　種類　　（　　　　　）

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル　

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

  性能　　（　　　　　）

  厚さ(mm)（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

　性能　　（　　　　　）

　寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による。

  種類　（　　　　　）

　形状　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

　寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別

コンクリート面の素地ごしらえの種別

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

・軟質　　・硬質 

※60　　・75　　・100

・単層品　　・積層品　

・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0 

・

平場

※市松敷き

・模様流し

・

※模様流し

・市松敷き

・

・ 壁紙張り ホルムアルデヒド放散量

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※縦、横とも4m以内ごと

・図示による

・

・図示による

・

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量 

　 その他のボード及び

・ せっこうボード、 MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

　 合板張り 合板のホルムアルデヒド放散量

・

接着剤のホルムアルデヒド放散量

※図示による　　

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合

合板類の張付け

せっこうボードの目地工法等

目地工法の種類

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

見本焼き

・行う（施工箇所：　　　　　　）　　・行わない

試験張り

・行う（範囲、仕様等は図示による）　　・行わない

□Ｇ

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

吸音材料

合板類

□Ｇ

□Ｇ

Ｇ

接合部の処理

※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか

□Ｇ

[6.7.3、4] [表6.7.1]

[6.8.2、3]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

・ カーペット敷き ・織じゅうたん

帯電性

色柄

パイル糸の繊維種等

※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）

・

織じゅうたんの接合方法

下敷き材

・適用する　　・適用しない  

・

※ヒートボンド工法

・つづり縫い

・

※模様のない無地

・

□Ｇ [6.9.2、3] [表6.9.1]

・ 接着剤 ［表6.8.1～2］

・ ゴム床タイル　

下地がセメント系及び木質系以外の場合の接着剤

・床材製造所の仕様による　 ・　

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

・ 合成樹脂塗床

塗床材のホルムアルデヒド放散量

[6.10.2、3]

・ フローリング張り

・単層フローリング　（フローリングボード1等）

工法

樹種

間伐材等の適用

・単層フローリング　（フローリングブロック1等）

樹種

厚さ（mm）

大きさ

・複合フローリング

工法

・接着工法

種別

フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

接着工法の場合の不陸緩和材

・現場塗装仕上げ　

※ウレタン樹脂ワニス塗り 　

・オイルステインの上、ワックス塗り

・生地のままワックス塗り

・

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

・接着工法

・適用する　　・適用しない

・

・

・

間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

樹種

・A種　　・B種　　・C種

間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

※合成樹脂発泡シート

・

・

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※改修標準仕様書6.11.2(2)による

□Ｇ [6.11.2～6]

種別

下地の種類

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。

衝撃緩和型畳（畳表：・C1　　・C2）

□Ｇ・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン  ） 　　　　　　

・

・標準仕様書表12.6.1による床組 　　　　　　

[6.12.2]・ 畳敷き

[6.13.2、3]

ボード表面への化粧張り等の加工

[6.14.2、3]

[6.15.3～6]

[6.16.2～4]

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの形状、寸法等

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

既調合モルタル

・適用する（製造所の仕様による）

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

・適用しない

コンクリート素地面の下地処理

・目荒らし工法

・　

壁タイル張りの工法

内装タイル

・マスク張り　　・モザイクタイル張り

内装タイル以外のユニットタイル

・密着張り　　・改良圧着張り

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

※F☆☆☆☆　　

・ セルフレベリング材

　 塗り

塗厚（mm)

・

[6.17.2、3]

※図示による　　・　

※熱溶接工法　　・　

種類の記号 色柄 厚さ（mm） 備考

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※2.0

・

種類の記号 色柄 寸法（mm） 厚さ（mm） 備考

・TT (単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・

・2.0

・

・FT (複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・

・2.0

・2.5

※KT (ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・

・FOA (置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・500×500

・

※2.0

・3.0

・3.0

・・FOB (薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・4.0

・

・

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット 

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

備考

(参考価格)

※1.5以上　　・　

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 工法 帯電性

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・

・全面接着工法

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

・適用する

・適用しない

備考

(参考価格)

パイルの形状 種類 施工箇所 寸法（mm） 総厚さ（mm）

※ループパイル
※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・カットパイル

・カット・ループ併用

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

・

※6.5

・

※6.5

・

※6.5

・

備考

(参考価格)

※F☆☆☆☆　　・　

※図示による　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※なら　　・　

※なら　　・　

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・厚膜型塗床材 
※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ
　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜流しのべ工法 

・厚膜流しのべ工法 

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ・薄膜型塗床材 

・厚膜型塗床材

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N） 

・A種（畳表： ・JS　・J１）　　・B種　　・C種（畳床：PS-C20　・PS-C25　・PS-C30）

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

・木毛セメント板

　 ・硬質(HW) ・中質(MW) ・普通(NW)
※図示による　・15　・20　・25

・木片セメント板

　 ・硬質(HF) ・普通(NF)
※図示による　・12　・15　・18　・21　 ・30

繊維強化セメント板

・けい酸カルシウム板(タイプ2)

　　普通ボード 0.8FK
※図示による　・6　・8

・火山性ガラス質複層板

　　種類　※図示による　
※ 図示 による 　

火山性ガラス質複層板

種類等 厚さ(mm)、規格等

木質系セメント板

繊維板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF) ※図示による　・3　・7　・9　・12　 

※図示による　・2.5　・3.5　・5　・7　 

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI)

　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE)

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ

　・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB）

　　・天井仕上げ材

　　・内装仕上げ材

※図示による　・9　・12　・15　・18

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・無研磨板（VN）

　・研磨板（VS）

※図示による　・10　・12　・15　・18　 

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）

　・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）

　・塗装（DC）

※図示による　・10（難燃）　・12（難燃）　

□

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）

　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ

　・凹凸ﾀｲﾌﾟ

・9 （不燃）　・12（不燃）

・12（不燃）　・15（不燃）

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（1号） ※図示による　・25　

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（32K） ・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R） ※12.5（不燃）　・15（不燃）　

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S） ・12.5（・不燃　・準不燃）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F） ・12.5（不燃）　・15（不燃）

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L） ・9.5

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-NC）
・9.5（不燃）

　・化粧無し（下地張り用）

　・化粧有り（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

　表板の樹種名：

　板面品質：

　防虫処理

　・行う　・行わない

※図示による

・

　化粧板の樹種名： ※図示による

　防虫処理 ・

　・行う　・行わない

　化粧加工の方法

※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　

　表面性能

　・
・

・特殊加工化粧合板

・天然木化粧合板

・普通合板

□Ｇ

※図示による　　・　

・A種　　・B種　　・　

※仕上表による

※F☆☆☆☆　　・　

※B種　　・A種

・図示による　　・　

紙

壁紙の種類

繊維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ無機質 その他
施工箇所 防火性能

備考

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

塩化

・

・

・

・

ﾋﾞﾆﾙ
(参考価格)

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

適用  有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類
種類

 施工

 箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類
種類

 施工

 箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率による区分うわぐすり

施ゆう 無ゆうＧ

適用  Ｇ

吸水率による区分うわぐすり

施ゆう 無ゆう
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工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事 ---

---

改修特記仕様書（その８）（その９）による

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・ 下地調整

・ 材料

防火材料　

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　） 

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

下地調整 

既存錆止め塗料の鉛含有量調査 

・行う（　　　　　　箇所）

・行わない 

錆止め塗料塗りの種別

・ 石綿含有建材の 石綿粉じん濃度測定

測定方法

・生石灰（・特号　　・1号）

添加量

種類

・路床安定処理

・屋上緑化改修工事

　 舗装改修工事

・ 透水性アスファルト

植栽基盤及び材料

・屋上緑化軽量システム

芝及び地被類の種類等

Ｇ

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等

測定時期、場所及び測定点

石綿含有建材の処理 　

・石綿含有吹付け材の除去 　

除去対象範囲

除去工法

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置 　　

※湿潤化　　・固形化 　　　

除去した石綿含有吹付け材等の処分　

・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

・中間処理（溶融施設　　　　　　　　　） 

・ 外断熱改修工事 断熱材

施工箇所

ホルムアルデヒド放散量

外装材 

既存外壁仕上材の撤去

下地面の清掃

欠損部の改修工法

既存外壁の処置 

通気層の有無

外装材の施工

工法 　

断熱材の施工

・ 断熱・防露改修工事

・断熱材打込み工法

・断熱材現場発泡工法 

断熱材の種類

施工箇所

工法 　

かん水装置

既存保護層の撤去

路床の材料 

路床 

既存舗装の撤去及び再利用

・ジオテキスタイル 　　　　

単位面積質量

厚さ(mm)

引張強さ

試験

路床土の支持力比（CBR）試験

路床締固め度の試験

路盤の厚さ

路盤 

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

舗装の平たん性

適用範囲：歩道

透水係数

　 除去工事

断熱材の種類

断熱材の厚さ(mm)

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量

・高炉セメントB種

目標CBRを満足する添加量の確認方法

・安定処理土のCBR試験

現場CBR試験

・粒度調整鉄鋼スラグ

・クラッシャラン鉄鋼スラグ

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

・粒度調整砕石

・クラッシャラン

・再生粒度調整砕石

・再生クラッシャラン

舗装の構成

外装材の外壁への取付け

　　　　　　　　　　風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力対応した工法

・断熱材後張り工法

　　　　又は無害化処理施設

・自動測定器による測定

改修特記仕様書第3章　・アルミニウム製笠木による。

笠木

改修特記仕様書第8章　8-3　鉄骨工事　・鋼材による。

鋼材

不陸等の下地調整

笠木の施工

断熱材　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

断熱材　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル

新植した芝及び地被類の枯補償の期間

路床安定処理用添加材料

石綿含有建材除去後の仕上げ工事

工法

・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

除去対象範囲

除去した石綿含有仕上塗材の処分

・埋立処分(安定型最終処分場)

・埋立処分(管理型最終処分場)

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去工法

養生方法

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

1章 適用区分による

安定処理の方法

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

・

・

厚さ　・　　　（mm）　

※引渡しの日から1年

・ 錆止め塗料塗り

・図示による

・

8

9

環
境
配
慮
改
修
工
事

※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による

・

・

・

・

・

種類 防火性能 備考

・

・行う　　・行わない

・行う　　・行わない

・改修特記仕様書第4章　外壁改修工事による

・

・

・断熱材製造所の仕様による

・

・外装材製造所の仕様による

・

・有（　　　mm）　・無 

・改修特記仕様書第3章　アルミニウム製笠木による

・設置する（種類 ・　　　　）

・行う　・行わない

・

種別 材料 厚さ(mm）

・盛土 
・A種　　・B種　　・C種 　 ・D種

・建設汚泥から再生した処理土

・再生クラッシャラン

・クラッシャラン 

・切込み砂利

・砂

・

・砂

・

・凍上抑制層

・フィルター層

・図示による

・

・図示による

・

・図示による

・

・適用する　　・適用しない

・置き換え工法

・安定処理工法

・普通ポルトランドセメント

・フライアッシュセメントB種

・消石灰（・特号　　・1号）

・　　　kg/?  （目標CBR　・3以上　　・　　　）

・

・行う　　・行わない 　　

・行う　　・行わない 

・行う　　・行わない

・図示による　　

・行う　　・行わない

※著しい不陸がないもの

・

・ 素地ごしらえ

・適用しない

・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用

・適用する

・適用しない

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

・張り付け工法

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験）

・行う　　・行わない

Ｇ

耐震改修工事

※劣化部分は除去し、活膜部分は残す

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこう

ﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

・高日射反射率塗料塗り 

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）

□Ｇ
・

・

※RB種　　・RA種　　・RC種

・石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む）の除去

除去対象範囲

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種以外）の除去

除去対象範囲

除去した石綿含有成形板の処分 　

・石綿含有せっこうボード

　※埋立処分(管理型最終処分場)

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　・埋立処分(安定型最終処分場)

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去した石綿含有保温材等の処分　

・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

除去した石綿含有保温材等の飛散防止 

※湿潤化　　・固形化

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種）の除去

除去対象範囲

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分

・埋立処分(安定型最終処分場)

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・

足場

・破砕して除去　　・手ばらし

□Ｇ

□Ｇ
□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ
□Ｇ

□Ｇ
□Ｇ

□Ｇ

・ 塗装

[9.3.2～4]

[7.1.3]

　[7.2.1～7]

(7.3.2～7)

[7.4.2、3]

[7.5.2～7.12.2]

[9.1.1～6]

除去方法

[9.2.1～4]

[9.4.2～4]

[9.5.1～5、9]

路盤材料（改修標準仕様書表9.5.3による種別）

※F☆☆☆☆　　・　

下地面の種類
下地調整の種別

塗替え
ひび割れ部の補修

　　　 －

※ R B種 　 　 　　　 －

※ R B種 　 　 　　　 －

※ R B種 　 　 　　　 －

※ R B種 　 　
・行う

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

（鋼製建具等）

・行わない

※ R B種 　 　
・行うコンクリート面(DP以外)、

・行わない

・RA種　　・RB種 ・行う
押出成形セメント板面

・行わない

・RB種　　・RC種
・行う

コンクリート面（DP）
・行わない

※ R B種 　 　
せっこうボード面及び

ALCパネル面

その他ボード面

・RC種

　　　 －

※不透明塗料塗りの場合はRB種　　

・

モルタル面及び

せっこうプラスター面

下地面等 種別

木部
※A種　　・B種

鉄鋼面（DP以外）

鉄鋼面（DP）

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP）

コンクリート面（DPのみ）

せっこうボード面及び

※B種　　・A種

※C種　　・A種　　・B種

※B種　　・A種　　・C種

・A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

・A種　　・B種

※A種　　・B種

※B種　　・A種その他ボード面

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※B種　　・A種

モルタル面及びせっこうプラスター面

塗装の種類 工程の種別塗料の種別

鉄鋼面

亜鉛

塗替え ※ C種 　 　

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

※ A種 　 　

※ B種 　 　

※ C種 　 　

※ A種 　 　

※ B種 　 　

めっき

鋼面

素地面

(工程の種別は表7.4.3)

による。

・B種(下地調整RB種)

・C種(下地調整RC種)

(工程の種別は表7.4.4)

塗替え

新規
による。

・A種

塗替え ※ C種 　 　

※ A種 　 　

※ B種 　 　

※ C種 　 　

※ A種 　 　

※ B種 　 　

(工程の種別は表7.4.5)

(工程の種別は表7.4.5)

(工程の種別は表7.4.6)

塗替え

新規

鋼製建具等

その他

新

規

塗替え

鋼製建具等

その他

新

規

SOP

(工程の種別は表7.4.3)

EP-G

DP

SOP

EP-G

DP

As種

As種

As種

※Bs種　　・As種

※Bs種　　・As種

※Bs種　　・As種

※Az種　　・Bz種

※ B z種 　 　

※Bz種　　・Az種

B z 種 　 　

B z 種 　 　

C z 種 　 　

C z 種 　 　

C z 種 　 　

表7.4.6による

表7.4.6による

7.4.2(1)(ｲ)(b)

7.4.2(1)(ｲ)(a)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ステイン塗り

※ B種 　 　

※ B種 　 　

※ B種 　 　

・A種　　・B種

※B種　　・A種

・木材保護塗料塗り(WP) ※B種　　・A種 ※B種　　・A種

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

・合成樹脂調合ペ

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

・耐候性塗料塗り

  エマルションペ

・つや有合成樹脂

  イント塗り(EP-G)

塗装の種類 塗装面
工程

塗替え 新規

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

※ B種 　 　 ※ A種 　 　

※ B種 　 　 ※ B種 　 　

※ B種 　 　 ※B種　　・A種塗装の種類

    ※1種 ※ A種 　 　 ※ B種 　 　

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外） ※ B種 　 　 ※ B種 　 　

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種

※B種　　・A種 ※B種　　・A種

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面 

上塗り等級（　　　）級 

上塗り等級（　　　）級 

コンクリート面及び押出成形

セメント板面

・

・

・ ・ B - 1種 　 　

・ A - 1種 　 　

・ C - 1種 　 　

コンクリート面等 ※ B種 　 　

屋内の木部 ※ B種 　 　 ※ A種 　 　

屋内の鉄鋼面 ※ B種 　 　

屋内の亜鉛めっき面 ※ A種 　 　

・A種

　イント塗り(SOP) 

　(DP)

・2種

（着色塗料の種類：

　　　　　　　　)

※B種

・A種

（着色塗料の種類：

　　　　　　　　)

※B種　　・A種

※A種　　・B種

表7.8.1による

表7.8.2による

・A種　　・B種

・A種　　・B種

・ピグメント

ステイン塗
表7.12.1による

・JIS K 3850-1に基づいた測定

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉じんを

迅速に測定できる機器を用いた測定

測定名称
メンブレンフィルタ

直径(mm)

試料の吸引流量

(L/min)

試料の吸引時間

(min)

 ・測定 4

 ・測定 5

 ・ 測 定  4  

 ・測定 5

 ・測定

 ・

 ・測定

 ・

 ・測定

 ・

25

47

47

5

10

10

30

120

240

適用 測定名称 測定時期 測定場所
測定箇所数

（各施工箇所ごと）

測定 1

測定 2

測定 3

測定 4

測定 5

測定 6

測定 7

処理作業前

処理作業中

処理作業室内 ・計　　　点

調査対象室外部の付近 ・計　　　点

処理作業室内 ・計　　　点

セキュリティーゾーン入口 ・計　　　点

集じん・排気装置の排出口
出口吹出し風速1m/s以下

（処理作業室外の場合）
の位置

処理作業室内

・計　　　点　・施工区画周辺

　・敷地境界

・計　　　点

処理作業後

（シート養生中）
・計　　　点処理作業室内

・計　　　点処理作業室内

測定 9

測定 8 処理作業後

（シート撤去後

　 1週間以降)
・計　　　点調査対象室外部の付近

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

工程
規格番号

塗料その他 塗付け量

規格名称 種類 等級 （kg/㎡)

JIS K 5675
屋根用高日射

　　2種

・1級

塗料製造所の仕様による・2級

・3級
反射率塗料

塗料塗り

・図示による　　・　

・図示による　　・　

隔離養生（負圧不要）方法

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・ 　　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

・図示による　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

種類　　　・　

厚さ(mm)　・　

施工場所　・　

・A種1　　・A種1H　　・　

吹付け厚さ（mm）

・25　　・30　　・　

・図示による　　・　

種類　　　・　

厚さ(mm)　・　

材質　・　

断熱材へのボードの張付け工法　・　

断熱材の張り付け工法　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

・60g/㎡以上　　・　

・0.5～1.0　　・ 　　　　

・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・　

・1.5×10 cm/sec以上　　・　
- 1

・図示による　　・ 　

7

塗
装
改
修
工
事
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工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

日
影

体育館

一関遊水地記念地公園

東
大
橋

県
道
19
号

岩手県立磐井病院

磐井川

岩手県立一関
高等看護学院

大平

宇南田

県
道
19号

一
関
市
街
方
面

奥州市方面

花泉町方面

ＮＯ．　１

ＮＯ．　２

ＮＯ．　３

ＮＯ．　４

ＮＯ．　５

ＮＯ．－１

ＮＯ．－２

ＮＯ．－３

Ｉ
Ｐ

．
　

　
２

久
田

峯
下

４
５

６
５

７０

７
０

６
５

７５

６
０

５
０

５
０

５
０

６０

５
０

５
５

４５

４５

５
０

４
５

４５

３５

３５

４
０

４
５

４
５

４
０

５
０

４
５

４０

５５

４０

４
０

４
５

４５

４５

５０

５
５

６０

５
５

４
５

４
０

４
０

４
５

４
５

４
５

５
０

４
５

４５

４０

５
０

６
０

５
５

５
０

５
５

６

０

７
５

７
０

６
５

６
０

４
５

４０

５
０

５
０

５
０

５
０

６
０

６
０

７
０

８
０

８
０

６
５

５
５

５
５

５
５

５０

６
０

６
５

５５

６
０

５
５

７
５

４
０

５
５

６
５

５
０

５５

５
０

５
０

５
５

５
５

５
０

５
５

５
０

５
５

６
０

５
５

Ｎ

６ｔ

６
ｔ

磐井工区 南光工区

磐井工区

南光工区

一関市狐禅寺字大平17

Ｕ

Ｕ Ｕ

Ｕ

５６．００

５５．５０

５５．００

１：１．５

１
：
３
．
５

１：３．５

１
：

３
．

５

１
：
１

．
５

１
：

３
．

５

Ｎ
ｏ

．
１

Ｎ
ｏ
．
０

Ｅ
．

Ｐ

Ｌ
＝
３
５
．
０
０
ｍ

８
．
５
７
１
％

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ジャカゴ

ジャカゴ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｕ
６
０
０
×
６
０
０

可
変
６
０
０

（
ビ
）

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｈ
Ｐ
φ
６
０
０

Ｗ

Ｈ
Ｐ
φ
１
０
０
０

ジャ
カゴ

ＷＡＩ．ＨＰ

Ｉ

主要地方道　一関・大東線

Ｕ

ＵＵ

Ｕ

免

震

側

溝

免震側溝

免震側溝

軽軽軽

軽

軽

軽 軽 軽

軽 軽

軽

軽

軽

軽

軽

軽

軽

軽

軽

軽

軽軽軽

軽

軽

軽軽

軽軽

軽

軽

５段５段

４
段

３
段

免
震

側
溝

案内図・配置図 A1　S=1:1500

A3　S=1:3000

配置図　S＝1：1500

案内図
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工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

斜線は２階改修エリア

5
2
8

750

PS新設
手摺切替

天井ボード撤去復旧6
0
0

3
0
0

9,297 600

6
0
0

1
5
,
8
6
0

6
0
0

9,897

600

壁：LGS100+GB-R12.5+9.5
寒冷紗の上EP

GB-R12.5ｘ2　寒冷紗+EP

600 5,745

6,945

6
0
0

8
,
2
1
8

A3　S=1:200

A1　S=1:100
改修：１階平面図 A-10

待合

準備室

体外測定室

空調機械室-1

管理室

血管撮影室-1 CP室

受付-2

前室

SW

リカバリー

多目的WC-3

WC

中待合

操作ホール2

更衣

スタッフルーム

前室

救急処置室

重症室

シャワー室

WC 

初療-1 初療-2 初療-3

中央処置室

操作室

診察室

採尿WC(女)

カテー
テル庫

更衣-1 更衣-2

診察室-2診察室-1

準備・作業
コーナー-2

採血
コーナー

更衣室
前室

注射室

操作、
読影室-1

EV-3

EV-2
(一般用)

EV-1
(一般用)

廃棄物保管庫

廊下-2

廊下-5

仮眠室
－3

仮眠室
－2

外来
師長室

WC-2 WC-1

洗浄・汚物室

器材ｺｰﾅｰ

洗浄室
（清潔）診察室-3

仮眠室
－1

仮眠室
－5

仮眠室
－4

医師

カンファレンスルーム

器材室
前室

診察室－4

風除室－2

点滴エリア

PS

女子WC-3

採尿WC(男)

ＥＰＳ

ＰＳ

ＤＳ

ピロティ

SW

Y6

Y7

6,
00
0

9,
50
0

14
,5
00

X35X30 X32X25X10 X15 X20 X23X5X1

Y25

X1 X34X30bX25aX10 X15a X20X5a

Y1

Y5

Y6

Y9

Y21

Y19

Y16

Y25

Y9a

Y1

Y6

X21

廊下-4

X4X3 X5 X6 X7 X8 X9
6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

案内-2

風除室－1

救急待合

採尿WC
(車椅子)

(一般用)

受付事務室

救急・時間外出入口

ＥＰＳ

Y4

Y5

4,
40
0

Ｐ３Ｐ３ Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｔ

ＰＴＰＴ

Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｔ

Ｇ

Ｐ
２Ｐ

２

ＰＴ

Ｐ
２

ＰＴＰＴＧ

Ｐ
０

Ｇ

Ｐ
２ Ｐ２

ＰＴ

６

緊急透析室 透析機械室

１

救急・時間外出入口

Ｄ１５
ウロフロ

Ｄ７
診察室－１

Ｃ１５
読影室



工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

X1 X2 X4X3 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X12X11

9,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

5
,
8
0
0

4
,
4
0
0

1
4
,
5
0
0

9
,
5
0
0

6
,
0
0
0

ＥＸＰ．Ｊ

準備
作業

スペース

受付

カンファ

（一般用）

スタッフ通路 職員
ＷＣ
（男）

職員
ＷＣ

（女）

ごみ庫
EVホール

（医療用-1）

屋上

中庭－A

廊下-6

ＰＳ

階段-B
バルコニー

手術ホール前室

洗浄室

廃棄物
保管庫

緊急滅菌

コーナー

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ2

既滅菌室2

WC

中央滅菌
材料受付

洗浄室

中央滅菌材料室

空調機械室
重症２床室

重症室 重症室重症室重症室

220号室

219号室218号室217号室

１床室１床室１床室１床室

216号室

215号室214号室213号室212号室
４床室B

談話
 コーナー2

ＰＳ

特別１床室

210号室

211号室

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

203号室

204号室

205号室

206号室

207号室

208号室

209号室
ナース
コーナー

洗浄室2

ＥＰＳ

空調機械室

洗面・洗濯

浴室

ｼｬﾜｰ室

携帯電話ｺｰﾅｰ

談話コーナー1

多目的WC-2

多目的WC-1 スタッフステーション

スタッフステーション

洗浄室1

診察室

スタッフ
ルーム

レンス室

面談室1 面談室２

EV-2

EV-1

EV-3

EVホール

DS

PS

EPS

倉庫

ＴＥＬ
階段-A

（搬送用-1）
EVホール

EV-6

PS

共用器材庫
EV-4

EV-5 煙突

ごみカート

置場廊下8

廊下9

廊下7

屋上

廊下-1

Y21

Y19

Y16

Y25

Y9a

Y1

Y6

X35X30 X32X25X10 X15 X20 X23X5X1

Y25

X1 X34X30bX25a

X21

X10 X15a X20X5a

Y1

Y5

Y6

Y9

改修エリア

257.35ｍ 2

既存仕上表

ガラスクロス押え

現況　2階平面図
A1　S=1:100

A3　S=1:200

A-11

Ｖビニル床シートＣ 床材巻上 ２，７００重症２床室（ＨＥＰＡ）

Ｖビニル床シートＣ ２，７００

２，５００Ｖビニル床シートＢ ＰＵ

廊下－７

廊下－８

廊下－６

Ｖ

Ｖ

Ｖ

２，５００

２，５００

２，５００

タイルカーペット

タイルカーペット

タイルカーペット

床材巻上

床材巻上 ３００　重症個室（ＨＥＰＡ）ＷＣ

廊下－９ Ｖ ２，５００タイルカーペット
手摺

手摺

手摺、収納

手摺、収納、飾り棚

腰：腰壁保護材（Ｈ＝９５０）
上部：ＥＰ

腰：腰壁保護材（Ｈ＝９５０）
上部：ＥＰ

腰：腰壁保護材（Ｈ＝９５０）
上部：ＥＰ

腰：腰壁保護材（Ｈ＝９５０）
上部：ＥＰ

腰：腰壁保護材（Ｈ＝９５０）
上部：ＥＰ

腰：腰壁保護材（Ｈ＝９５０）
上部：ＥＰ

グラスウールｔ＝５０ グラスウールｔ＝５０
ガラスクロス押え

機械基礎
エポキシ系防塵塗床

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

ＧＢ－Ｒ　ＥＰ

ＧＢ－Ｒ　ＥＰ

ＧＢ－Ｒ　ＥＰ

ＧＢ－Ｒ　ＥＰ

ＧＢ－Ｒ　ＥＰ

ＧＢ－Ｒ　ＥＰ

ＧＢ－Ｒ　ＥＰ

カーテンレール
医療ユニット、収納ユニット

カーテンレール

床材立上空調機械室（Ｉ－２０１）

大便器ライニング、蓄尿棚

重症個室（ＨＥＰＡ）

室 名 床 巾 木 壁 天 井 備 考



師長室

工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

Y5

Y6

Y7

Y8

X1 X2 X4X3 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X12X11

9,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

4
,
4
0
0

1
4
,
5
0
0

9
,
5
0
0

6
,
0
0
0

ＥＸＰ．Ｊ

準備
作業

スペース

カンファ

（一般用）

スタッフ通路 職員
ＷＣ
（男）

職員
ＷＣ

（女）

ごみ庫
EVホール

（医療用-1）

屋上

中庭－A

廊下-6

ＰＳ

階段-B
バルコニー

手術ホール前室

洗浄室

廃棄物
保管庫

緊急滅菌

コーナー

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ2

既滅菌室2

WC

中央滅菌
材料受付

洗浄室

中央滅菌材料室

空調機械室

１床室
212号室

４床室B

談話
 コーナー2

ＰＳ

特別１床室

210号室

211号室

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

205号室

206号室

207号室

208号室

209号室
ナース
コーナー

ＥＰＳ

空調機械室

洗面・洗濯

浴室

ｼｬﾜｰ室

携帯電話ｺｰﾅｰ

談話コーナー1

スタッフステーション

スタッフステーション

洗浄室1

診察室

スタッフ
ルーム

レンス室

面談室1 面談室２

EV-2

EV-1

EV-3

EVホール

DS

PS

EPS

ＴＥＬ
階段-A

（搬送用-1）
EVホール

EV-6

PS

共用器材庫
EV-4

EV-5 煙突

ごみカート

置場廊下8

屋上

廊下-1

Y21

Y19

Y16

Y25

Y9a

Y1

Y6

X35X30 X32X25X10 X15 X20 X23X5X1

Y25

X1 X34X30bX25a

X21

X10 X15a X20X5a

Y1

Y5

Y6

Y9

1
,
4
2
5

2
,
8
0
0

2
,
0
2
5

PS

ミキシング等

休憩室

患者用

多目的WC

23 1

ナースS

WC

1,3753,000

備品

3,6003,000

1
,
0
0
0

開口不可能

既存配管により

X8X7X6X5X4X3

Y7

Y6

3,453

3,0753,000

PS集約

2
,
0
5
0

3
,
2
5
0

3
2
5

2
,
9
2
5

4
,
2
0
0

1
,
5
0
0

面談室

兼

1,750
有効

レスピ

レスピ

レスピ

１２誘導

エコー
ポータブル

カ
ー

テ
ン

500

2,
00
0

2,100

15,300

6

1,625

5

3,3003,0002,925

3,000

機
材
室

4

3,3502,950

300

3
0
0

医 ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ

300

3
0
0

医 ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ

300

3
0
0

医 ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ

300

3
0
0

医 ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ

300

3
0
0

医 ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ

300

3
0
0

5
,
7
5
3

医 ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ

改修　2階平面図 A1　S=1:100

A3　S=1:200

A-12

HCU

ソ フ ト 巾 木 60 Ｖ 天 井 カ ー テ ン レ ー ル

HCU

2, 700

一 部 2, 500

巾 木床室 名 壁 天 井 廻 り 縁 天 井 高 備 考

Ｇ Ｂ － Ｒ 12. 5ｘ 2　 寒 冷 紗 　 Ｅ Ｐ

軽 量 鉄 骨 天 井 下 地 19型 ＠ 300

GB-R12 . 5 + 9 . 5　 寒 冷 紗 　 EP
軽 量 間 仕 切 り 下 地 W1 00 ＠ 3 00

清 掃 下 地 調 整 　 EP

ソ フ ト 巾 木 60 Ｖ 2, 700Ｇ Ｂ － Ｒ 12. 5ｘ 2　 寒 冷 紗 　 Ｅ Ｐ

軽 量 鉄 骨 天 井 下 地 19型 ＠ 300

GB-R12 . 5 + 9 . 5　 寒 冷 紗 　 EP
軽 量 間 仕 切 り 下 地 W1 00 ＠ 3 00

清 掃 下 地 調 整 　 EP
HCU（ 個 室 ）

ソ フ ト 巾 木 60 Ｖ 2, 700Ｇ Ｂ － Ｒ 12. 5ｘ 2　 寒 冷 紗 　 Ｅ Ｐ

軽 量 鉄 骨 天 井 下 地 19型 ＠ 300

GB-R12 . 5 + 9 . 5　 寒 冷 紗 　 EP
軽 量 間 仕 切 り 下 地 W1 00 ＠ 3 00

清 掃 下 地 調 整 　 EP
機 材 室

天 井 カ ー テ ン レ ー ル

ソ フ ト 巾 木 60 Ｖ 2, 700Ｇ Ｂ － Ｒ 12. 5ｘ 2　 寒 冷 紗 　 Ｅ Ｐ

軽 量 鉄 骨 天 井 下 地 19型 ＠ 300

GB-R12 . 5 + 9 . 5　 寒 冷 紗 　 EP
軽 量 間 仕 切 り 下 地 W1 00 ＠ 3 00

清 掃 下 地 調 整 　 EP
休 憩 室

ソ フ ト 巾 木 60 Ｖ

軽 量 鉄 骨 天 井 下 地 19型 ＠ 300

軽 量 間 仕 切 り 下 地 W1 00 ＠ 3 00
GB-R12 . 5 + 化 粧 ケ イ カ ル 板 6

清 掃

2, 500

Ｖ

清 掃

2, 500既 存 の ま ま 既 存 の ま ま 既 存 の ま ま

Ｖ

多 目 的 WC

既 存 の ま ま 既 存 の ま ま 2, 700

一 部 2, 500

既 存 の ま ま既 存 の ま ま

新 設

改 修

新 設

改 修

新 設

改 修

新 設

改 修

新 設

改 修

改 修

ケ イ カ ル 板 6　 Ｅ Ｐ

廊下-7 廊下-7

洗浄室

多目的WC

洗 浄 室

患 者 用 多 目 的 WC

天 井面カ ーテ ンレー ル

ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ盤

廊下-9

ビ ニ ル 床 シ ー ト 2. 5　 溶 接 工 法

ビ ニ ル 床 シ ー ト 2. 5　 溶 接 工 法

ビ ニ ル 床 シ ー ト 2. 5　 溶 接 工 法

ビ ニ ル 床 シ ー ト 2. 5　 溶 接 工 法

ビ ニ ル 床 シ ー ト 2. 5　 溶 接 工 法



工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事 A1 S=1:50

A3 S=1:100
現況・改修：断面図 A-13

Y7

２
５

２
５

断熱材： 発泡ウレタ ン吹付　

ｔ ＝２ ５

７
０

０
１

，
９

７
５

１ ／５ ０

７
０

０
１

，
９

７
５

水勾配

目透し 貼Ｐ Ｕ

アルミ笠木

１ ／５ ０

水勾配

３

Ｋ

Ｋ

Ｋ

２

３

１ ／１ ０ ０

水勾配

Ｋ

４

600

600

145

145

30
0

1,
20

0

600

600

600

38
0

970

970

床： ウレタ ン塗膜防水

アルミ 型材

コンクリ ート 打放し 補修の上

吹付塗装（ 亀裂誘発目地＠３ ０ ０ ０ ）

外壁： アルミ パネルｔ ＝２ ． ０ 曲げ加工

庇： アルミ パネルｔ ＝２ ． ０ 曲げ加工

珪酸カルシウム板ｔ ＝６

木・ アルミ 複合サッ シ

押出し 成形セメ ント 板ｔ ＝６ ０

磁器タ イル貼

竪樋

（ 設備工事）

アルミ 押え金物

塩ビ系シート 防水ｔ ＝２

コンクリ ート 金ゴテ押え

アルミ 型材

コ ンク リ ート 打放し 補修の上

吹付塗装（ 亀裂誘発目地＠３ ０ ０ ０ ）

外壁： アルミ パネルｔ ＝２ ． ０ 曲げ加工

庇： アルミ パネルｔ ＝２ ． ０ 曲げ加工

珪酸カルシウム板ｔ ＝６

目透し 貼Ｐ Ｕ

押出し 成形セメ ント 板ｔ ＝６ ０

磁器タ イル貼

木・ アルミ 複合サッ シ

アルミ 押え金物

膳板： 木製Ｕ Ｃ

腰壁： 壁面保護材

上部ビニルクロス

耐火被覆材：

（ ２ 時間耐火）

湿式吹付材

カーテンＢＯＸ ： 木製ＵＣ

天井： Ｇ Ｂ －Ｎ Ｃ 　 Ｅ Ｐ

重症２ 床室（ ２ Ｆ ）

Ｈ Ｅ Ｐ Ａ

処置室（ ３ Ｆ ）

１ 床室（ ４ Ｆ ）

（ 陰陽圧）

巾木： 木製巾木

腰壁： 壁面保護材

上部ビニルクロス

膳板： 木製ＵＣ

カーテンＢＯＸ ： 木製ＵＣ

床： フローリ ング

天井： ビニルクロス

耐火被覆材：

コンクリ ート 打放し 補修の上
吹付タ イル

保護板　 アスファ ルト 質成形板

アスファ ルト 防水

断熱材： 硬質ウレタ ンフォームｔ ＝４ ０

コンクリ ート 金ゴテ押え

１
，

３
５

０
（

３
Ｆ

）

１
，

５
０

０
（

４
Ｆ

）

2,
60

0
2,

70
0

1,
35

0
2,

00
0

２ 床室

４
，

６
０

０
（

２
Ｆ

）

４
，

０
５

０
（

３
Ｆ

）

４
，

２
０

０
（

４
Ｆ

）

Ｚ２ Ｚ ３ Ｚ ４

Ｚ ５

Ｚ ６ 60
0

4,
05

0

保護板　 アスファ ルト 質成形板

アスファ ルト 防水

断熱材： 硬質ウレタ ンフォームｔ ＝４ ０

コンクリ ート 金ゴテ押え

断熱材： 発泡ウレタ ン吹付　

耐火被覆材：

湿式吹付材

（ １ 時間耐火）

ｔ ＝２ ５

断熱材： 発泡ウレタ ン吹付　

ｔ ＝２ ５

湿式吹付材

（ １ 時間耐火）

Y7

軽量鉄骨天井下地　19型＠303

天井：GB-R12.5ｘ2　寒冷紗　EP

新設壁：GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EP

既存壁：既存塗装ケレン補修の上EP

床：長尺塩ビ床シート　2.5　マーブル

Ｚ ６

Ｚ ５

Ｚ２ Ｚ ３ Ｚ ４

２
５
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，
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７
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４
，

２
０

０
（

４
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１
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Ｋ
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1,
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0
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0
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３

水勾配
水勾配

１ ／１ ０ ０

１ ／５ ０

Ｋ

２

水勾配

１ ／５ ０

１
，

３
５

０
（

３
Ｆ

）

１
，

５
０

０
（

４
Ｆ

）

Ｋ

４

2,
60

0
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70
0

1,
35

0
2,

00
0

Ｋ

３

60
0

4,
05

0

現況　断面図　S=1:50 改修　断面図　S=1:50



防火上主要な間仕切り

Ｃ

工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

準備
作業

スペース
中庭－A

ＰＳ

バルコニー

１床室
212号室

ナース
コーナー

空調機械室

洗面・洗濯

浴室

ｼｬﾜｰ室

スタッフステーション

洗浄室1

スタッフ
ルーム

廊下9

屋上

空調機械室PS

廊下8

ＥＰＳ 患者用

多目的WC

X8X7X6X5X4X3

多目的WC-2

既存ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ

カ
ー

テ
ン休憩室

廊下7

廊下6

機材室

改修：天井伏図　S=1:100

凡　例

Ａ１

Ａ２

Ｂ１

Ｂ２

Ｃ１

Ｃ２

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３

Ｄ４

Ｅ１

Ｅ２

Ｅ３

Ｆ

Ｇ

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

Ｉ１

Ｉ２

Ｊ１

Ｊ２

Ｊ３

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｐ

Ｘ

ＧＢ－ＮＣ　ｔ＝９．５　ＲＢ　ｔ＝９

ＧＢ－ＮＣ　ｔ＝９．５　ＲＢ　ｔ＝１５

ＧＢ－Ｄ　ｔ＝９．５

ＧＢ－Ｄ　ｔ＝９．５　（杉柾）

ＧＢ－Ｒ　ｔ＝９．５　ビニールクロス

ケイ酸カルシウム板　ｔ＝６　ＰＵ　目透し貼

施釉着色ケイ酸カルシウム板　ｔ＝６

ケイ酸カルシウム板　ｔ＝６　ＰＵ　目地シール

天然木練付化粧板　ｔ＝６　ＵＣ　ＲＢ

スチール　ＯＰ

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修の上吹付タイル

躯体現わし

グラスウール　ｔ＝２５　ガラスクロス押え

グラスウール　ｔ＝５０　ガラスクロス押え

アルミスパンドレル　Ｆ－ＢＥ

アルミバスリブ（フクビ　バスパネル程度）

金属製波型吸音材　ｔ＝０．３５

グラスウール成型板（シールド部）

手術用化粧パネル

鋼製すのこ

セラミック処理木材（テクノパル程度）

カラー鋼板断熱パネル　ｔ＝４１

段裏Ｏ Ｐ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

梁型：タイル貼

梁型：タイル貼

中庭－Ａ

Ｐ
Ｔ

ＥＰＳ

Ｃ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

ナースコーナー

C2-2700

１床室

C2-2500

C2-2500

C2-2500

身障者用ＷＣ（オストメイト兼用）

C2-2500

重症室

C2-2700

重症２床室

C2-2700

スタッフコーナー２

A1-2500

C2-2500

廊下-6

廊下-8

廊下-7

空調機械室-3

I2-直天

洗浄室-2

D1-2500

Ｇ Ｂ －Ｒ 　 ｔ ＝１ ２ ． ５ ＋Ｇ Ｂ －Ｒ 　 ｔ ＝１ ２ ． ５ ＋寒冷紗＋Ｅ Ｐ

C2-2500

C2-2500 C2-2500

C2-2500 C2-2500 C2-2500

C2-2700 C2-2700 C2-2700

１床室 １床室 １床室

重症室

C2-2700

重症室

C2-2700

重症室

C2-2700

C2-2500 C2-2500

C2-2500

C2-2500

C2-2500

廊下-9

〇〇－○〇〇〇

仕上符号 天井高

天井解体範囲：ボードのみ

天井解体範囲：ボード+軽天下地共

ＧＢ－Ｒ　ｔ＝１２．５＋ＧＢ－Ｒ　ｔ＝１２．５＋寒冷紗＋ＥＰ既存のまま

WC HCU

洗浄室

WC

師長室

兼
面談室

既存のまま

CH＝2700

CH＝2700CH＝2700

既存のまま

GB-R　t=12.5＋GB-R　t=12.5＋寒冷紗＋EP

カ ーテ ンレー ル

LGS19型下地

特記以外天井
木製カーテンBOX 木製カーテンBOX 木製カーテンBOX 木製カーテンBOX

既存（解体）：天井伏図　S=1:100

CH＝2500CH＝2500

CH＝2500

CH＝2500

CH＝2500

CH＝2700

カーテンレール

洗浄室：ケイ酸カルシウム板　ｔ＝６　ＰＵ　目透し貼

353 1,900 500

3,000 2,100 15,300 3,600

500 2,625

Y7

Y6

4
,
2
0
0

2
,
0
5
0

2
,
9
2
5

3
,
7
2
5

5
0
0

3,000500

6
7
2

2
,
2
5
3

3
2
5

3
,
2
5
0

廊下7

既存仕上表

防火上主要な間仕切り

天井点検口450角

天井点検口450角

現況・改修　天井伏図 A1　S=1:100

A3　S=1:200

A-14
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新
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防火上主要な間仕切り
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工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

作業

2
5
0

2
,
0
0
0

59
1

2,
00
0

59
1

500 455 2,930 215

2
7
5

1
,
6
5
0

2
0
0

1
,
3
1
5

2
0
0

9
0
0

1
,
3
2
3

3
,
8
4
7

3
7
8

7
2

2,250

1
1
5

9
0
0

有
効

1,750

1
,
5
0
0

有
効

2,925 3,000 3,300 3,000 3,075

6 5 4 3

天井面カーテンレール

備品

2 1

空調機械室

有効

スタッフステーション

空調機械室

既存配管により

開口不可能

ｼｬﾜｰ室

浴室

洗面・洗濯

中庭－A

屋上

準備

スペース

洗浄室1

スタッフ

ルーム

ナース

コーナー
ＥＰＳ

廊下8

ミキシング等

師長室 休憩室

PS集約

PS

WC

兼

面談室

機材室

患者用

多目的WC

洗浄室

ＰＳ

間仕切り撤去部改修

X8X7X6X5X4X3

Y7

Y6

カ
ー

テ
ンレスピ

レスピ

レスピ

１２誘導

エコー

ポータブル

ナースS

改修　平面詳細図 A1　S=1:50

A3　S=1:100

A-15

改修　平面詳細図　S=1:50
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2,100 900
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1
,
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2
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89
8
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8
0

2
,
8
0
5

1,
27
5

2,372

2,762

4
1
6

3,600

212号室

１床室

85850

1,625

多目的WC

1,800 245

廊下-1廊下-7

廊下-9

廊下-7

廊下-6

HCU

72 72

144 15,156 144 3,378 65
22
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3
0
0

300

3
0
0

300

3
0
0

300

3
0
0

300

3
0
0

300

3
0
0

医ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ医ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ医ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ医ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ医ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ医ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ

ｱｽｿﾚｰｼｮﾝ盤

16,275

19,0254,376

23,400

3,350 2,125 3,175 700 2,682

5
1
3

6
6
3

2
,
9
2
5

6
,
2
5
0

9
,
1
7
5

2,1003,0003,000

1,3763,000

1,597

690

350 80



工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

3,000

1
,
9
7
5

2
5

7
0
0

2
,
7
0
0

3,250

2
,
7
0
0

8
5
0

8
5
0

1
,
0
0
0

ソフト巾木H60新設

GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EP

6,250

5,8633876002,4006,0006,000900

ソフト巾木H60新設

既存部分：EP塗り替え

工事対象外工事対象外工事対象外工事対象外工事対象外

斜線部分：GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EPにより撤去部補修

既存開口部既存開口部既存開口部既存開口部既存開口部

751,6001,625 1,4501,6001,3501,6001,4501,6001,3501,600

機材室

開放

2,1001,6251,375

斜部分新設間仕切り新設間仕切り

Y6Y7X7X6X5X4

6,0006,000

既存開口部既存開口部

3,000

廊下8

開放

5,275 4,225

新設間仕切り（機材室）新設間仕切り（X4-3000）

主要な間仕切り
主要な間仕切り

X7 X6 X5 X5 Y6 Y7

HCU

工事対象外

既存開口部

既存部分：EP塗り替え

新設部分：GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EP

ソフト巾木H60新設

3,600

7
0
0

1
,
9
7
5

2
5

2
,
7
0
0

3,250

2
,
7
0
0

8
5
0

8
5
0

1
,
0
0
0

ソフト巾木H60新設

GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EP

6,250

5,863387

3,250

ソフト巾木H60新設

GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EP

6,250

5,863 387

新設間仕切り

3,600

既存部分：EP塗り替え 主要な間仕切り

8
5
0

8
5
0

1
,
0
0
0

2
,
7
0
0

X8 Y7 Y6 X8 Y6 Y7

個室

X5

2,100 900

機材室

工事対象外

既存開口部

4,225

Y7 X5

2,100900 4,225

Y7

既存部分：EP塗り替え

開放開放

既存部分：EP塗り替え

開放

新設間仕切り 新設間仕切り小口

新設部分：GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EP
新設部分：GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EP

ソフト巾木H60新設

既存開口部

工事対象外

X4

4,225

Y7

既存部分：EP塗り替え 既存部分：EP塗り替え

休憩室

既存開口部

X4

4,225

Y7

既存のまま

新設間仕切り

1,200

既存部分：EP塗り替え既存部分：EP塗り替え

新設部分：GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EP

3,000 3,000

2
,
7
0
0

6,000

X4

350 2,125

開放

3,400

既存部分：EP塗り替え

Y6 X4

3502,125 3,400

既存部分：EP塗り替え

Y6

新設部分：GB-R12.5+9.5　寒冷紗　EP

2
,
5
0
0

7
0
0

1
,
9
7
5

2
5

2
,
7
0
0

新設間仕切り廊下

A1　S=1:50改修　展開図

A3　S=1:100

A-16



SW
既存病室

1
,
0
4
0

2B

2,225

4箇所符 号 ・ 数

符 号 ・ 数

形 態

工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

形 態

準備
作業

スペース
中庭－A

ＰＳ

バルコニー

空調機械室
重症２床室

重症室 重症室重症室重症室

220号室

219号室218号室217号室

１床室１床室１床室１床室

216号室

215号室214号室213号室212号室

ナース
コーナー

洗浄室2

ＥＰＳ

空調機械室

洗面・洗濯

浴室

ｼｬﾜｰ室

多目的WC-2

多目的WC-1

洗浄室1

廊下9

廊下7

屋上

X8X7X6X5X4X3

Y7

Y6

SW

2A

LD

23A

SW

2B

SW

2A

SW

2A

SW

2A

SW

2A

LD

23A

LD

23A

LD

23A

LD

23A

LDLD

27A 27A

SO

1F

LDLDLDLD

LD

26G 26G 26G

有効開口

2
,
0
0
0

1,350

LD

23A

有効開口

2
,
0
0
0

LD
既存病室 5箇所

有効開口

2
,
0
0
0

LD

24S
洗浄室 1箇所

1,050
有効開口

2
,
0
0
0

1,350

LD

27A
既存病室

26G

1,050

FL▽

2
,
0
0
0

有効開口
1,000

LD

36B
既存重症室WC既存重症室WC

SW

2A
既存病室 5箇所

920

1
,
0
4
0

（撤去）

既存建具KEY-PLAN　S=1:100

AW

1B

AW

1B

AW

1C

AW

1C

AW

1C

AW

1C

AW

1C

AW

1C

AWAW
9B9E

SD

7G

廊下8

LD

20E

SD

1D

有効開口

2
,
0
0
0

LD

20E
多目的WC 1箇所

1,050

1
,
9
8
0

650

SD

1D
EPS

WD

1

嵌め 殺し窓 ・ス チール

-

OP・ 枠 150

FL6+ブライ ンド +FL6

アク リル樹 脂焼 付塗 装・扉 40

-

引戸 錠（シ リン ダー +サ ムタ ーン）

硝 子

金 物

形 式 ･材 種

アク リル 樹脂焼 付塗 装・ 扉 40

片引 き額 入りフ ラッ シュ 戸（戸 袋無 ）・ス チー ル 0.6

FL3（ 100角）

ア クリ ル樹脂 焼付 塗装・ 扉 40

片 引き 額入り フラ ッシュ 戸（ 戸袋 無）・ スチ ール 0.6

アクリ ル樹 脂焼付 塗装 ・扉 40

引戸錠 （シ リンダ ー +サム ター ン）

片引き 額入 りフラ ッシ ュ戸 （戸袋 無） ・スチ ール 0.6

FL3（ 100角 ）-

アク リル 樹脂焼 付塗 装・扉 40

片引 き額 入りフ ラッ シュ戸（戸 袋無 ）・ス チー ル 0.6

FL3（ 100角）

二重 引きフ ラッ シュ 戸（戸 袋無 ）・ス チー ル 0.6 嵌め 殺し窓 ・ス チー ル

-

OP・ 枠 150

FL6+ブライ ンド +FL6

仕 上 ･見 込

撤 去 撤去 撤去 撤去撤去工事区分

硝 子

金 物

形 式 ･材 種

仕 上 ･見 込 アク リル 樹脂焼 付塗 装・ 扉 40

引戸 錠（ シリン ダー +サ ムタ ーン ）

片引 き額 入りフ ラッ シュ 戸（戸 袋無 ）・ス チー ル 0.6

FL3（ 100角）

片 開き フラッ シュ 戸・ス チー ル 1.2

OP・扉 40

-

本 締錠

既存 のま ま 既 存の まま工事区分

現況　建具KEY・建具表

A1　S=1:100
A1　 S=1:50

 A3  S=1:200
A3  S=1:100

A-17

26G

36B

LD

36B

LD

36B

LD

27A

3箇所 3箇所

撤去 ： 2個所 　既存 まま ：1個所 撤去 ： 1個所 　既存 まま ： 2個所

SD
1箇所

7G
空調機械室

2
,
4
5
0

AW
病室

1
,
9
7
5

7
0
0

2,080
1,700

AW

1
,
9
7
5

7
0
0

2,080

1C1B
重症病室

AW

9B

4,970

廊下 1箇所
AW

廊下
9E

2,320

1
,
5
2
5

9
5
0

1
0
0

4
7
5

1
,
5
2
5

9
5
0

1
0
0

4
7
5

1箇所 廊下 1箇所
WD

1

1
,
0
7
0

9
3
0

3,070

-

本締 錠

両開 きフ ラッシ ュ戸 ・スチ ール 1.2

OP・ 扉 60

-

片 引き窓 ・ア ルミ

ク レセン ト

電 解着色 ・枠 145

-

片引き 窓・ アルミ

クレセ ント

電解着 色・ 枠 145

-

電解 着色 ・枠 70

嵌め 殺し き窓 +欄間 倒し 窓・ アルミ

開閉 オペ レータ

-

電 解着色 ・枠 70

嵌 め殺し き窓 +欄 間倒 し窓・ アル ミ

開 閉オペ レー タ

-

両開 きフラ ッシ ュ戸・ 木製

化粧 合板・ 40

-

既存 のま ま 既 存のま ま 既存の まま 既存 のま ま 既 存のま ま 撤去

6箇所2箇所

-

本締 錠

1箇所 1箇所
1F

洗浄室

撤去

SO

2
,
0
0
0

800

開口 枠・ス チー ル 1.2

OP・ 枠幅 150

257.35ｍ 2

引戸 錠（ シリン ダー ） - 引戸 錠（ シリン ダー ）

LD

24S

1箇所



2

硝 子

金 物

備 考

符 号 ・ 数
1

符 号 ・ 数

形 態

SD
1箇所

工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

WC

準備
作業

スペース
中庭－A

ＰＳ

バルコニー

１床室
212号室

ナース
コーナー

空調機械室

洗面・洗濯

浴室

ｼｬﾜｰ室

スタッフステーション

洗浄室1

スタッフ
ルーム

廊下9

屋上

空調機械室PS

廊下8

ＥＰＳ 患者用

多目的WC

2345 16

X8X7X6X5X4X3

Y7

Y6

吊 りカ ーテン レー ル

多目的WC-2

手洗 い

既存ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ

カ
ー

テ
ン

手洗 い

流
し
台

休憩室

混注台

ナースS

注射カート

血ｶﾞｽなど棚冷凍冷蔵庫

備品
複合機ミキシング等

薬品庫物品庫

師長室

面談室

兼

1500ｘ750
1200ｘ750

冷蔵庫 機材室

緊急カート

1100ｘ550

750ｘ500

レスピ

レスピ

レスピ

１２誘導

エコー
ポータブル

建具KEY-PLAN　S=1:100

2
,
0
0
0

2
5
0

洗浄室

LSD

4

SD

SD

LSD

5

LSD

1
廊下7廊下7

廊下6

形 態

2
,
0
0
0

形 式 ･材 種

仕 上 ･見 込 OP・ 扉 60

両開 き額 入りフ ラッ シュ 戸・ス チー ル 1.2

フロ アヒ ンジ・ ドア チェ ック (止 無 )・レバ ーハ ンド ル錠

2,000

3

HCU（廊下7）

シリ ンダ ー +サム ターン ・下 枠 SUS

SD
1箇所

2
,
0
0
0

OP・扉 60

両 開き 額入り フラ ッシュ 戸・ スチ ール 1.2

フ ロア ヒンジ ・ド アチェ ック (止 無 )・レ バー ハンド ル錠

シ リン ダー +サム ター ン・ 下枠 SUS

2

1,800

SD
1箇所

2
,
0
0
0

OP・扉 60

両開き 額入 りフラ ッシ ュ戸 ・スチ ール 1.2

フロア ヒン ジ・ド アチ ェッ ク (止無 )・ レバー ハン ドル 錠

2,000

シリン ダー +サ ムタ ーン・ 下枠 SUS

3
HCU（廊下8）

2
,
0
0
0

LSD

1

1,750

有効開口

アク リル 樹脂焼 付塗 装・扉 40

-

-

HCUベッド1（個室）

1,7501
,
5
0
0

LSD

3

戸袋

二重 引き フラッ シュ 戸（戸袋付 ）・ スチー ル 0.6

1箇所

2
,
0
0
0

LSD

アク リル 樹脂焼 付塗 装・ 扉 40

-

片引 き額 入りフ ラッ シュ 戸（戸 袋無 ）・ス チー ル 0.6

1箇所

2
,
0
0
0

LSD

有効開口

アク リル樹 脂焼 付塗 装・扉 40

-

引戸 錠（シ リン ダー +サ ムタ ーン）

-

2
HCUベッド2

1,470

戸 袋

二重 引きフ ラッ シュ 戸（戸 袋付 ）・ス チー ル 0.6

1箇所

2
,
0
0
0

LSD

有効開口

アク リル樹 脂焼 付塗 装・扉 40

-

HCUベッド2
3

1,500

片引 き額入 りフ ラッ シュ戸 （戸 袋無） ・ス チール 0.6

1箇所 1箇所

2
,
0
0
0

LSD

有効開口

アク リル樹 脂焼 付塗装 ・扉 40

4

850

片開 き額入 りフ ラッシ ュ戸 ・ス チール 0.6

丁番 ・ドア チェ ック (止 有 )・レ バーハ ンド ル錠

シリ ンダー +サムタ ーン ・下枠 SUS

休憩室

5

900
有効開口

SW

1

SW

2

1箇所

-

SW

1
HCUベッド1（個室）

FL▽ FL▽ FL▽ FL▽

FL▽

FL▽ FL▽ FL▽

FL▽

HCU

1,315

8
5
0

1
,
0
0
0

硝 子

金 物

備 考

形 式 ･材 種

仕 上 ･見 込

嵌 め殺 し窓・ スチ ール

OP・枠 175

-

1箇所

-

SW
HCUベッド1（個室）

FL▽

8
5
0

1
,
0
0
0

嵌め殺 し窓 ・スチ ール

OP・枠 175

-

2

900

1

SD

改修　建具KEY・建具表

A1　S=1:100
A1　 S=1:50

A3　S=1:100
A3　S=1:200
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洗浄室

HCU（廊下7）

-

TP4（ 型板） TP4（ 型板 ） TP4（型 板）

TP4（ 透明 ） TP4（透 明）

TP4（型 板）TP4（透 明）

TP4（ 透明）

引戸 錠（ シリン ダー +サ ムタ ーン） -



符 号 ・ 数
1

符 号 ・ 数

1箇所

工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

WC

準備
作業

スペース
中庭－A

ＰＳ

バルコニー

１床室
212号室

ナース
コーナー

空調機械室

洗面・洗濯

浴室

ｼｬﾜｰ室

スタッフステーション

洗浄室1

スタッフ
ルーム

廊下9

屋上

空調機械室PS

廊下8

ＥＰＳ 患者用

多目的WC

2345 16

X8X7X6X5X4X3

Y7

Y6

吊 りカ ーテン レー ル

多目的WC-2

手洗 い

ｶﾞｽｱｳﾄﾚｯﾄ類 ｶﾞｽｱｳﾄﾚｯﾄ類 ｶﾞｽｱｳﾄﾚｯﾄ類 ｶﾞｽｱｳﾄﾚｯﾄ類 ｶﾞｽｱｳﾄﾚｯﾄ類 ｶﾞｽｱｳﾄﾚｯﾄ類
既存ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ

カ
ー

テ
ン

手洗 い

休憩室

4,500

混注台

ナースS

注射カート

血ｶﾞｽなど棚冷凍冷蔵庫

備品
複合機ミキシング等

薬品庫物品庫

師長室

面談室

兼

1500ｘ750
1200ｘ750

冷蔵庫 機材室

緊急カート

1100ｘ550

750ｘ500

レスピ

レスピ

レスピ

１２誘導

エコー
ポータブル

建具KEY-PLAN　S=1:100

2
,
0
0
0

2
5
0

洗浄室

廊下7廊下7

廊下6

1,470 1,7501
,
5
0
0

2

1

K
HCU

流
し
台

K

2

K

3

K

K

4

5

K

6

K
ナースSカウンター

1,800 1,800

3,600

7
5
0

7
0

7
5
0

7
0

8
9
0

70 70

140

6
6
0

9
0

1,800 1,800

3,600

90 660

750

1
,
0
0
0

7
2
0

平面図 断面図立面図

膳板：メラミン化粧合板

カウンター：メラミン化粧合板

コーナーガード

PS

LGS90+GB12.5+EP塗装

引出し
メラミン化粧合板

照明：設備工事手洗：設備工事

LGS90+GB12.5+EP塗装

K

150

1
,
0
0
0

休憩室　流し台セット

1,200

2
,
7
0
0

5
0
0

5
0
0

8
5
0

8
5
0

立面図 断面図

1,200

膳板：メラミン化粧合板

ライニング

1箇所

K

150

1
,
0
0
0

膳板：メラミン化粧合板

ライニング

1箇所

形 態 等

形 態 等

1,800

個室１　ライニング
3

K

150

1
,
0
0
0

膳板：メラミン化粧合板

ライニング

1箇所
4

1,000

K

150

1
,
0
0
0

膳板：メラミン化粧合板

ライニング

1箇所
K

150

1
,
0
0
0

膳板：メラミン化粧合板

ライニング

1箇所

800

LGS90+ケイカル10+EP塗装LGS90+ケイカル10+EP塗装LGS90+ケイカル10+EP塗装

LGS90+ケイカル10+EP塗装

LGS90+ケイカル10+EP塗装

5
洗浄室　ライニング 洗浄室　ライニング

800

多目的WC-2　ライニング
6

PS:LGS65+GB12.5+EP塗装

ディスク：メラミン化粧合板

1
,
2
0
0

1
,
5
0
0

2
,
7
0
0

7
2
0

2
8
0

1
,
0
0
0

2
0
0

1
,
2
0
0

手洗：設備工事

改修　家具KEY・家具表

A1　S=1:100

A1　 S=1:50
 A3  S=1:200

A3  S=1:100

A-19



工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

準備
作業

スペース
中庭－A

ＰＳ

バルコニー

空調機械室
重症２床室

重症室 重症室重症室重症室

220号室

219号室218号室217号室

１床室１床室１床室１床室

216号室

215号室214号室213号室212号室

ナース
コーナー

洗浄室2

ＥＰＳ

空調機械室

洗面・洗濯

浴室

ｼｬﾜｰ室

多目的WC-2

多目的WC-1

洗浄室1

廊下9

廊下7

屋上

X8X7X6X5X4X3

Y7

Y6

準備
作業

スペース
中庭－A

ＰＳ

バルコニー

空調機械室
重症２床室

重症室 重症室重症室重症室

220号室

219号室218号室217号室

１床室１床室１床室１床室

216号室

215号室214号室213号室212号室

ナース
コーナー

洗浄室2

ＥＰＳ

空調機械室

洗面・洗濯

浴室

多目的WC-2

多目的WC-1

洗浄室1

廊下8

廊下9

廊下7

屋上

X8X7X6X5X4X3

Y7

Y6

床仕上げ撤去範囲図　S=1:100

間仕切り撤去範囲図　S=1:100

350 5,150 850 5,150 850 5,150 6,350

23,850

1,352

5
,
8
9
7

2
,
2
1
1

5
4
2

3,497 1,975 110 3,065 850 2,482 8,812

20,791 2,211
5
0
5

6
7
5

1,4471,893 1501,893

1,202691

1
,
4
2
2

8
5
2

3
,
8
9
7

2
,
7
5
3

3
,
0
9
8

2
,
7
9
9

2
,
2
7
5

1
,
8
5
0

床仕上げ撤去範囲

間仕切り壁撤去範囲

22,420
6
,
1
2
5

5
,
8
2
5

2
,
1
9
3

1,475 1,475624 752

1,376

2
,
0
7
5

9
0
2

903 902

3
2
9

1
,
8
6
4

3
,
1
0
0

既存撤去平面図
A1　S=1:100

A3　S=1:200

A-20

1,495 1,625 1,376

3
8
0

2
,
6
5
5

1
,
8
5
0

廊下8



工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事
A1 S=1:20

A3 S=1:40

仕様及び工事区分表

A

B

C

D

E

凡例

本体製作及び取付工事

天井スラブ埋め込みアンカー打ち込み

天井内振れ止め金具、架台本体製作及び取付工事

機器用天井点検口

機器設置場所までの医療ガス配管工事（バルブ止め)

F

G

H

I

機器設置場所医療ガスバルブ止以降の二次側医療ガス工事（アウトレット共）

機器設置場所付近（余長3m）までの一次側電気、アース線配線工事

機器設置場所付近の二次配線の結線（コンセント共）

LAN端子本体、ナースコール子機本体及び取付、配線、システム構築工事

品　名

電気設備工事 機械設備工事

工 事 区 分

建築工事
別途工事医療機器

本工事

IGA F H B C D E

J
透析用給排水設備配管

[プルゴ床上迄の配管バルブ止め（給水 20A、 FL+100ﾊﾞﾙﾌﾞ止め/排水 40A、 FL+100ｷｬｯﾌﾟ止め）]

J

▽FL

▽ C H

左後面図 左側面図

正　面

平　面　図

正　面　図 右側面図 右後面図

□ 3 2 0

1
,
9
8
1

2
9
9

2 5 0 . 5

2
5
0
.
2

酸素流量計

吸引器

搬送用

ベッドサイド

モニター

6
9
9

1
2
0 O

A

6
9
9

3
5
0

O

V

ML 2

プルボックスで接続

6
9
9

2
0
0

3
5
0

1
5
0

2
0
0

1
5
0

1
5
0

2
0
0

M

M M

6
9
9

2
0
0

1
5
0

1
5
0

2
0
0

1
5
0

1
5
0

M

M1 2アン カ ー

(6箇所)　

正面

正面正面

正面

F

E1

F

透析用配管

スペース

3
2
0

2
9
6
.
8

E1

E1

生体情報

モニター

原水20Aボールバルブ止めF L = 1 0 0

水 量 ： 5L/m i n以 上

水圧： 0.2～ 0.3MPa(動圧 )　

排水 4 0 AH T V P 管

F L + 1 0 0　

V

2
0
0

M 2

A

M（ TV端子用）

E1

E 2

E 2

E 2

E 2

1
5
0

2
0
0

L1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

1 3

5

9

1 2

11

1 0

7

8

6

4

3

2

番　号

1

名　称 仕　様 数量/1基説　明

スチール製　白塗装仕上げ

天井カバー

床面自立ベース

スチール製　白色塗装仕上げ 1

1式

天井開口部の目隠し

床面カバー スチール製　白色塗装仕上げ 1床面アンカー部の目隠し

ヴァーチカルメディカルレール 各コーナーに3箇所装備レールサイズ：10x25 計3箇所アルミ製　アルマイト仕上げ

スチール・アルミ・SUS製　白色塗装仕上げ　※凡例参照パネル 1式
床 か ら 30 0 m m以 下 の 架 台 部 　 0. 03 9 m

2

床 か ら 30 0 m m超 過 の 本 体 部 　 0. 04 4 m
2

占有面積

スチール製　白色塗装仕上げシングルアーム 1耐荷重5kg　各種医療機器を搭載する。ピポットテーブル(A4サイズ)

ピポットアーム スチール・ステンレス製 1サクションチューブ用バスケット等を引っ掛ける。

サクションチューブ用バスケット

( 1 1 5 W x 4 8 D x 4 9 0 H )
ステンレス製　メッシュ構造 1吸引カテーテル等、長物を収納する。

LED光　ダブルアームD e r u n g sV I S I A N O2 0LED診療用照明灯 1調整可能な2色のイノベイティブなLEDライト。

1

1

生体情報モニター取付用アーム。

CIM社 製ア ー ム 長 さ ： 300+ 3 00F I X I N G S： 3 生体情報モニター取付用アーム。水平2関節式モニターアーム

吸引器フックベース ステンレス製 1吸引ボトルを引っ掛ける。

上下昇降2関節式モニターアーム CIM社 製7 3 1 3 0 GF I X I N G S： 3

1TVアーム TV用ロングアーム　13インチモニター 液晶テレビ取付用アーム。

凡　例

O x 2 ：医療用ガスアウトレット（酸素）

A x 2 ：医療用ガスアウトレット（空気）

V x 2 ：医療用ガスアウトレット（吸引）

E1x 4：医療用電源コンセント緑 （ UPS/I SO）

E 2x 4：医療用電源コンセント緑 （ UPS/ ISO）

F x 2：医療用接地端子白（医療用接地系統）

L1 x1：過電流警報機（E1系統）

L 2 x1：過電流警報機（E2系統）

M x 6：情報端子等取付スペース（1連用ブランクプレート取付）

M 2x1：ナースコール取付スペース（2連用開口※機器は別途）

2

2

1

1

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

3

3

3

3

3 3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号タグ番号タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

※ケーブル引込は別途工事とする。

医療用接地線／IV　5.5sq（ミドリ）ｘ１回路

医 療 用コ ン セ ン ト 電 源 ／ 1φ 100V－ 20A( UP S/ IS O)  ｘ 2系 統（酸素）

（吸引）

（圧縮空気）

V

A

2O （バルブ・短管付）

（バルブ・短管付）

（バルブ・短管付）

C u - φ 1 6 m m

C u - φ 1 0 m m

C u - φ 1 0 m m

※配管引き回しは別途工事とする。

弱電配線、ナースコールケーブルの

弱電配線、ナースコール

引込・接続は工事区分 I

点検口（工事区分    ）D

工事区分 G

工事区分 E

弊社工事

工事区分 J

ベッドサイズ

コラムシステムプ

ルゴ

※オプション

2
,
7
0
0

A-21

※品名は参考とする

※オプション ※オプション

医療機器工事

医療機器工事

医ガスユニット参考図　1　（透析有）



工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事
A1 S=1:20

A3 S=1:40

仕様及び工事区分表

A

B

C

D

E

凡例

本体製作及び取付工事

天井スラブ埋め込みアンカー打ち込み

天井内振れ止め金具、架台本体製作及び取付工事

機器用天井点検口

機器設置場所までの医療ガス配管工事（バルブ止め)

F

G

H

I

機器設置場所医療ガスバルブ止以降の二次側医療ガス工事（アウトレット共）

機器設置場所付近（余長3m）までの一次側電気、アース線配線工事

機器設置場所付近の二次配線の結線（コンセント共）

LAN端子本体、ナースコール子機本体及び取付、配線、システム構築工事

品　名

電気設備工事 機械設備工事

工 事 区 分

建築工事
別途工事医療機器

本工事

IGA F H B C D E J

▽FL

▽ C H

左後面図 左側面図

正　面

平　面　図

正　面　図 右側面図 右後面図

□ 3 2 0

1
,
9
8
1

2
9
9

2 5 0 . 5

2
5
0
.
2

酸素流量計

吸引器

搬送用

ベッドサイド

モニター

6
9
9

1
2
0 O

A

6
9
9

3
5
0

O

V

ML 2

プルボックスで接続

6
9
9

2
0
0

3
5
0

1
5
0

2
0
0

1
5
0

1
5
0

2
0
0

M

M M

6
9
9

2
0
0

1
5
0

1
5
0

2
0
0

1
5
0

1
5
0

M

M1 2アン カ ー

(6箇所)　

正面

正面正面

正面

F

E1

F

E1

E1

生体情報

モニター

V

2
0
0

M 2

A

M（ TV端子用）

E1

E 2

E 2

E 2

E 2

1
5
0

2
0
0

L1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

1 3

5

9

1 2

11

1 0

7

8

6

4

3

2

番　号

1

名　称 仕　様 数量/1基説　明

スチール製　白塗装仕上げ

天井カバー

床面自立ベース

スチール製　白色塗装仕上げ 1

1式

天井開口部の目隠し

床面カバー スチール製　白色塗装仕上げ 1床面アンカー部の目隠し

ヴァーチカルメディカルレール 各コーナーに3箇所装備レールサイズ：10x25 計3箇所アルミ製　アルマイト仕上げ

スチール・アルミ・SUS製　白色塗装仕上げ　※凡例参照パネル 1式
床 か ら 30 0 m m以 下 の 架 台 部 　 0. 03 9 m

2

床 か ら 30 0 m m超 過 の 本 体 部 　 0. 04 4 m
2

占有面積

スチール製　白色塗装仕上げシングルアーム 1耐荷重5kg　各種医療機器を搭載する。ピポットテーブル(A4サイズ)

ピポットアーム スチール・ステンレス製 1サクションチューブ用バスケット等を引っ掛ける。

サクションチューブ用バスケット

( 1 1 5 W x 4 8 D x 4 9 0 H )
ステンレス製　メッシュ構造 1吸引カテーテル等、長物を収納する。

LED光　ダブルアームD e r u n g sV I S I A N O2 0LED診療用照明灯 1調整可能な2色のイノベイティブなLEDライト。

1

1

生体情報モニター取付用アーム。

CIM社 製ア ー ム 長 さ ： 300+ 3 00F I X I N G S： 3 生体情報モニター取付用アーム。水平2関節式モニターアーム

吸引器フックベース ステンレス製 1吸引ボトルを引っ掛ける。

上下昇降2関節式モニターアーム CIM社 製7 3 1 3 0 GF I X I N G S： 3

1TVアーム TV用ロングアーム　13インチモニター 液晶テレビ取付用アーム。

凡　例

O x 2 ：医療用ガスアウトレット（酸素）

A x 2 ：医療用ガスアウトレット（空気）

V x 2 ：医療用ガスアウトレット（吸引）

E1x 4：医療用電源コンセント緑 （ UPS/I SO）

E 2x 4：医療用電源コンセント緑 （ UPS/ ISO）

F x 2：医療用接地端子白（医療用接地系統）

L1 x1：過電流警報機（E1系統）

L 2 x1：過電流警報機（E2系統）

M x 6：情報端子等取付スペース（1連用ブランクプレート取付）

M 2x1：ナースコール取付スペース（2連用開口※機器は別途）

2

2

1

1

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

※オプション

3

3

3

3

3 3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号タグ番号タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

タグ番号

※ケーブル引込は別途工事とする。

医療用接地線／IV　5.5sq（ミドリ）ｘ１回路

医 療 用コ ン セ ン ト 電 源 ／ 1φ 100V－ 20A( UP S/ IS O)  ｘ 2系 統（酸素）

（吸引）

（圧縮空気）

V

A

2O （バルブ・短管付）

（バルブ・短管付）

（バルブ・短管付）

C u - φ 1 6 m m

C u - φ 1 0 m m

C u - φ 1 0 m m

※配管引き回しは別途工事とする。

弱電配線、ナースコールケーブルの

弱電配線、ナースコール

引込・接続は工事区分 I

点検口（工事区分    ）D

工事区分 G

工事区分 E

ベッドサイズ

コラムシステムプ

ルゴ

※オプション

1
,
2
0
0

M(調光スイッチ用)

3 2
,
7
0
0

A-22

※品名は参考とする

医療機器工事

医療機器工事

※オプション※オプション

医ガスユニット参考図　2　（透析無）



工事名称 図 面 内 容 図面番号年  度 区    分

工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

一般撮影室-1

一般撮影室-2

待合

案内-2

準備室

体外測定室

空調機械室-1

管理室

血管撮影室-1 CP室

受付-2

器材庫

更衣

CT室-2

前室

SW

リカバリー

待合-2

スタツフ廊下-2

風除室－1

男子WC-3

多目的WC-3

更衣

更衣

WC

中待合

操作ホール2

更衣

廊下-4

スタッフルーム

前室

救急処置室

重症室

シャワー室

WC 

救急待合

初療-1 初療-2 初療-3

中央処置室

操作室

診察室

CT室-1

(シミコレ-タ-)

採尿WC(女)

採尿WC
(車椅子)

カテー
テル庫

更衣-1 更衣-2

清浄
カ－ト
置場

診察室-2診察室-1

準備・作業
コーナー-2

採血
コーナー

更衣室
前室

注射室

操作、
読影室-1

EV-3
(一般用)

EV-2
(一般用)

EV-1
(一般用)

EVホール
(一般用)

EVホール
(搬送用)

EV-6
(配膳用)

EV-5

(医療用)

EV-4

(医療用)

廃棄物保管庫

廊下-2

EVホール

廊下-5

仮眠室
－3

仮眠室
－2

外来
師長室

WC-2 WC-1

洗浄・汚物室

器材ｺｰﾅｰ

洗浄室
（清潔）診察室-3

仮眠室
－1

仮眠室
－5

仮眠室
－4

医師

カンファレンスルーム

受付事務室

救急・時間外出入口

器材室
前室

診察室－4

風除室－2

点滴エリア

PS

女子WC-3

採尿WC(男)

更衣

更衣

更衣-2

更衣-1

ＥＰＳ

ＥＰＳ

ＰＳ

ＤＳ

ピロティ

SW

階段－Ａ

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

6,
00

0

9,
50
0

14
,5
00

4,
40
0

X35X30 X32X25X10 X15 X20 X23X5X1

Y25

X1 X34X30bX25aX10 X15a X20X5a

Y1

Y5

Y6

Y9

Y21

Y19

Y16

Y25

Y9a

Y1

Y6

X21

Ｐ３Ｐ３ Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｔ

ＰＴ

Ｐ
２

ＰＴ ＰＴ

Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｔ

Ｇ

Ｐ
２Ｐ

２

ＰＴ ＰＴＰＴＧ

Ｐ
０
Ｇ

Ｐ
２

ＰＴ

６１

救急・時間外出入口

Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｔ

Ｄ１ ５
ウロフロ

Ｄ７

Ｃ１ ５
読影室

Ｃ７
光線治療室

斜線は２階改修エリア

資材搬入経路

X4X3 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X12X11
6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

資材搬入経路

１階仮設計画参考図
A1　S=1:100

A3　S=1:200
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工事種別

縮  尺

意 匠

改 修

岩手県立磐井病院ハイケアユニット整備工事

Y3a

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

X1 X2 X4X3 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X12X11

9,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

5
,
8
0
0

4
,
4
0
0

1
4
,
5
0
0

9
,
5
0
0

6
,
0
0
0

ＥＸＰ．Ｊ

パントリー

準備
作業

スペース

受付

カンファ

（一般用）

スタッフ通路 職員
ＷＣ
（男）

職員
ＷＣ

（女）

ごみ庫
EVホール

（医療用-1）

屋上

中庭－A

廊下-6

ＰＳ

階段-B
バルコニー

手術ホール前室

洗浄室

廃棄物
保管庫

緊急滅菌

コーナー

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ2

既滅菌室2

WC

中央滅菌
材料受付

洗浄室

中央滅菌材料室

空調機械室
重症２床室

重症室 重症室重症室重症室

220号室

219号室218号室217号室

１床室１床室１床室１床室

216号室

215号室214号室213号室212号室
４床室B

談話
 コーナー2

ＰＳ

特別１床室

210号室

211号室

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A

4床室A
201号室

4床室A

202号室

203号室

204号室

205号室

206号室

207号室

208号室

209号室

病棟ラウンジ

ナース
コーナー

洗浄室2

ＥＰＳ

空調機械室

洗面・洗濯

浴室

ｼｬﾜｰ室

携帯電話ｺｰﾅｰ

談話コーナー1

多目的WC-2

多目的WC-1 スタッフステーション

スタッフステーション

洗浄室1

診察室

スタッフ
ルーム

レンス室

面談室1 面談室２

EV-2

EV-1

EV-3

EVホール

DS

PS

EPS

倉庫

ＴＥＬ
階段-A

（搬送用-1）
EVホール

EV-6

PS

共用器材庫
EV-4

EV-5 煙突

ごみカート

置場廊下8

廊下9

廊下7

畳コーナー

屋上

廊下-1

Y21

Y19

Y16

Y25

Y9a

Y1

Y6

X35X30 X32X25X10 X15 X20 X23X5X1

Y25

X1 X34X30bX25a

X21

X10 X15a X20X5a

Y1

Y5

Y6

Y9

改修エリア 仮囲い

仮囲い

仮
囲

い工事資材搬入及び作業員通路 資材搬入経路（EV利用）

18,000

2
,
9
0
0

4
,
7
5
0

4,800

5,575

2,825 2,750

A-24
A1　S=1:100

A3　S=1:200

2階仮設計画参考図


